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Ⅰ．巻 頭 言 

平成 28年 4月 14日（木）の「前震」に引続き発生した一連の「平成 28年熊本地震」で

は、益城町で最大震度７を２回記録したほか、強い余震も頻発し熊本県内外に甚大な被害を

もたらした。 

熊本では、過去たびたび大地震が発生しており、1889 年（明治 22年）に熊本市を中心に

発生した大地震では、犠牲者や熊本城の石垣崩落などの被害を受けている。郷土史料には、

それ以前にも大地震に見舞われ甚大な被害や長い余震に遭った記録が残されている。 

明治以降も熊本地方を震源とした地震は起きているが、ここ最近は大きな地震もなく、多

くの熊本県民は、地震が少ない地域に住んでいるとの意識を持っていた。平成 26年 1月に

は、熊本県において「九州を支える広域防災拠点構想」が策定され、九州一円の災害対策活

動の拠点として貢献する計画が立てられていた。 

平成 28 年 3 月 11 日に東日本大震災から５年という節目を迎えた頃、テレビでは、将来

発生が予想される大地震について、最新データをもとにシミュレーション化された特集が

組まれていた。見るたびに地震の脅威に不安を感じたが、根拠もなく熊本は大丈夫だろうと

深くは考えていなかった。そして油断していたところに激震が襲い経験したことのない震

災に見舞われた。正に、熊本大学の前身、旧制第五高等学校出身で物理学者寺田寅彦の警句

とされる「天災は忘れた頃にやって来る」を、身をもって経験することとなった。 

唯一の救いは、「前震」及び「本震」の発生が夜間であったため、新年度に入り当館を利

用する学生が増えていた時期にもかかわらず、利用者をはじめ図書館課職員、業務委託スタ

ッフに負傷者が全く出なかったことである。しかし、当然ながら建物、蔵書の被害は各所に

発生し、図書館再開に向けた復旧作業が待ち構えていた。 

「平成 28年熊本地震」の特徴として、余震の多さがある。「前震」の被害を概ね修復した

矢先に再び「本震」を受け、またやり直すといった経験もした。果たして「本震」が本当に

本震なのか、地震の専門家からは、当分の間、強い地震への警戒が必要との報道発表が続き、

復旧作業を行う上での大きな不安材料となった。かつて大きな地震を経験された全国各地

の図書館関係者も同じような経験をしておられ、焦らず無理をしないようにとのアドバイ

スを頂いた。 

このため、復旧作業を進めるに当たっては、頻発する余震に注意を払いながら、職員・ス

タッフの健康と安全を第一に考え、無理をせず進めるよう心がけた。それでも自宅損壊等に

より日常の生活を送れない職員・スタッフには、生活と仕事の両面で大きな負担をかけるこ

とになったが、全員一丸となって機敏に対応してもらった。 

復旧作業はまだ続いているが、ここでは、震災当初の初期対応から５月末までの約１ヶ月

半に渡る復旧活動記録について、担当毎に取り纏め報告する。 

熊本大学教育研究支援部図書館課長 澤田  敬 
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Ⅱ．概 要 

 

「平成 28年熊本地震」に対する熊本大学附属図書館の対応について（28.5末現在） 

（平成 28年 6月 9日開催、熊本大学附属図書館運営委員会報告資料）   

 

１．はじめに 

  熊本県では、4月 14日（木）21 時 26分に最大震度 7（Ｍ6.5）の前震、4月 16日（土）

1 時 25 分に最大震度 7（Ｍ7.3）の本震が発生。附属図書館全館（中央館、医学系分館、

薬学部分館、旧館（黒髪共用棟））においても大きな被害が発生した。 

地震発生から一月半が経過し、完全復旧までには至っていないが、再開可能な部分から

順次業務を再開したことから、当館における地震発生後の対応等を整理した。 

 

２．地震発生後直後の対応 

（１）初期対応等について 

  ○前震発生後 

    前震発生時、中央館は外部委託（丸善雄松堂（株））スタッフ 2名により業務が行

われており、館内には 100 名程の利用者がいた。揺れがおさまった後、スタッフが利

用者に対して書架等の危険な場所から離れて安全を確保するよう声をかけながら館

内を回ったところ、図書の落下はあったが怪我人はいなかった。その後、余震がおさ

まった頃を見計らい、利用者に対して館外への避難誘導を行った。 

    地震発生から 20分程経過した頃、図書館課職員 3名が中央館に到着し、スタッフ

から地震対応の報告を受けた後に閉館措置を行い、被害状況を確認した（目視では図

書の落下のみ確認）。確認後、緊急連絡網により状況を報告するとともに、職員の安

否確認を開始した。 

    なお、前震発生時、医学系分館及び薬学部分館には、閉館後の時間外（24時間）利

用者はいなかった。 

    翌 15 日（金）は全館臨時休館とし、安否確認を継続して全員の無事を確認した。 

また、出勤した職員により建物の点検、落下図書の再配架を開始していたが、16日

（土）に本震が発生し被害が拡大した。 

 

  ○本震発生後 

本震発生後は、参集可能な職員が中央館に集まり、被害状況を確認し館長に報告し

た。各館とも 15 日（金）以降休館としていたことから、利用者の被害は無かった。 

16 日（土）朝から、あらためて緊急連絡網により図書館職員の安否確認を行い、

同日夕方には全員の無事を確認した。 

その後の対応については、次の（２）対策チーム設置に記載。 
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（２）対策チーム設置 

   4 月 18 日（月）に開催された臨時部局長等連絡調整会議において、学長（災害対策

本部長）から、各部局に対して「平成 28年熊本地震」対策チームを設置し復旧に必要

な検討事項の洗い出しと今後の復旧工程表を作成するよう指示があり、これを受けて、

同日、図書館長を隊長として図書館対策チームを設置し活動を開始した。 

   対策チームでは、毎朝、前日の活動報告と当日の復旧作業を確認するとともに、復旧

のための短期・中期・長期的な問題について検討を行った（地震発生から 1月が経過し

た 5月 16日（月）の週から、月・木曜日に開催）。 

 

３．被害状況について 

（１）人的被害 

   利用者、職員、スタッフともになし。 

 

（２）物的被害 

  ○建物 

場   所 被 害 状 況 

中央館 壁のひび割れ（多数） 

医学系分館 壁・柱・天井等の剥落（5カ所）、壁のひび割れ（多数）、 

天井・床の水漏れ（7カ所） 

薬学部分館 壁・床のひび割れ（多数）、天井水漏れ（1カ所） 

旧館（黒髪共用棟） 壁・床のひび割れ（多数） 

 

○書架  

場   所 被 害 状 況 

中央館 固定書架ボルト緩み 3 か所（修理済）、ハンドル式書架歪み

1台（未修理）、電動書架の故障 2か所（未修理） 

医学系分館 書架倒壊 4台（解体済、廃棄未）、書架枠の歪み 55台 

（2階書架修理済、地下書庫未修理）、電動書架の故障 

88か所（未修理） 

薬学部分館 ハンドル式書架歪み等 10か所（修理済） 

旧館（黒髪共用棟） 倒壊なし（目視による点検のみ） 
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○図書等の破損等

場   所 被 害 状 況 

中央館 23冊（破損） 

医学系分館 100冊以上（破損及び水損、※地下書庫図書は引き続き確認

中） 

薬学部分館 8冊（破損） 

旧館（黒髪共用棟） 調査中（※修理が必要な古書が多いため） 

研究室 182冊（水損）〈※5月末までに中央館に申し出があった 

もの〉 

貸出図書 18冊（水損）〈※5月末までに中央館に申し出があったもの〉 

○落下図書等

場   所 被 害 状 況 

中央館 約 70,000冊（1、2階書架、地下書庫とも再配架済、大型本

は仮配架中） 

医学系分館 約 33,000冊（1、2階書架は再配架済、地下書架は安全箇所

から再配架中） 

薬学部分館 約 7,000冊（1階書庫、2階閲覧室とも再配架済） 

旧館（黒髪共用棟） 約10,000冊（床に仮置中） 

○パソコン

場   所 被 害 状 況 

中央館 キーボードの足破損 5台（交換）、ディスプレイの不具合 

1台（交換） 

医学系分館 被害なし 

薬学部分館 被害なし 

○貴重資料

古文書等に被害なし
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（３）ライフライン 

ライフライン 被 害 状 況 等 

電力 通常どおり供給 

上水道 一時停止、停止期間中は井戸水（地下水）で対応 

都市ガス 一時停止、4月中に供給再開 

エレベーター 【中央館業務用】安全確保のため一時使用中止後、4/21（木）

から再開 

図書情報システム 通常どおり稼働（インターネット上のトラブルなし） 

 

４．復旧作業の状況 

（１）地震発生～4月末 

  ・ 4 月 18 日（月）に図書館対策チームを設置し復旧活動を開始したが、職員・スタ

ッフ全員が揃うまでに 1週間を費やした。 

  ・ 当面休館とし、まず施設担当部とともに各館の被害状況の確認（前述の「３．被害

状況について」参照）と危険箇所の把握を行い、併せて業者による書架等の点検を実

施。 

  ・ 東日本大震災の資料を参考にして、余震による 2次災害の予防と職員の健康管理等

に配慮しながら落下図書の再配架を開始。 

  ・ 他大学の支援活動が始まり、図書館サービス支援も開始された。当館としては、九

州地区国立大学に被災者の図書館利用に係る便宜供与をお願いするとともに、国立

大学図書館協会には、全国的に広がった支援活動の取り纏めと情報発信を依頼した。 

  ・ 本学の授業再開日が 5月 9日（月）となり、本学学生の学修の場を確保するため、

教育担当理事と図書館長との協議により中央館 1 階のラーニングコモンズを早期に

開放することとし、同スペースを連休前（4月 28日（木））までに整備した。 

 

（２）5月～ 

  ・ 5 月 2 日（月）から中央館 1 階のラーニングコモンズ（パソコンコーナーを含む）

を臨時的に開放。連休期間中は外部委託スタッフに加えて当課職員が交替で対応。 

  ・ 重労働となる落下図書の処理については、まず分類毎に整理して床に積み上げる作

業を行い、その後、書架の上部 2段を残して再配架し図書又は書棚を紐で括り余震に

備えた。上部 2段には、後日、状況を見て残りの図書を配架した。 

  ・ 5月 2日（月）医学系分館 1階の倒壊書架 4台を解体し仮置きした。 

  ・ 5月 9日（月）からの授業再開に合わせ、学内外の利用者に対して次のとおり部分

的に再開し、以後、復旧作業の進展に合わせて利用可能なエリア・サービスを順次拡

大した。書架への立入については、ヘルメット着用の上、利用可とした。 
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 【各館の再開状況】 

  ○中央館 

日  時 事   項 時 間 帯 

5/ 2（月） 1 階ラーニングコモンズ（ＰＣコーナー

含む）再開 

平日 10:00～18:00 

土・日・祝 12:00～18:00 

5/ 9（月） 開館時間延長 

中地下多目的ラウンジ、南棟再開 

平日 8:40～18:00 

土・日・祝 12:00～18:00 

5/10（火） 2階閲覧室（大型本書架は一時立入 

禁止）、ＰＣルーム再開 
〃 

5/23（月） 地下書庫再開 〃 

6/ 1（水） 通常開館 平日 8:40～22:00 

土・日・祝 12:00～18:00 

 

  ○医学系分館 

日  時 事   項 時 間 帯 

5/10（火） 2階閲覧室・グループ学習室Ｂ・ＰＣ 

コーナー再開 

平日 9:00～17:00 

5/17（火） 2階図書書架再開 〃 

6/ 1（水） 開館時間延長 

1階解体書架撤去、1階閲覧室・南側 

雑誌、2階雑誌・グループ学習室Ａ再開 

平日 9:00～19:00 

6/20（月） 通常開館予定 平日 9:00～21:00 

土・日・祝 12:00～18:00 

※時間外利用は当面禁止 

 

  ○薬学部分館 

日  時 事   項 時 間 帯 

5/ 9（月） 通常開館 

※1階書庫の利用は当面禁止 

平日 9:00～17:00 

※時間外利用は当面禁止 
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５．ＨＰによる情報発信（「図書館からのお知らせ」） 

日  時 事   項 

4/15（金） 地震に伴う４月１５日（金）の臨時休館について 

〃 地震に伴う臨時休館について【4/15-17】 

4/16（土） 開館準備作業による臨時休館について〈更新：4/18（月）、5/2（月）〉 

4/19（火） 図書館サービス支援の輪が広がっています〈※4/21（木）～、大学 

図書館協会ＨＰ「平成 28年熊本地震への図書館サービス支援」へ〉 

〃 地震に伴う貸出図書の返却期限日変更について 

4/28（木） 本学学生の皆さんは、図書館中央館１階ラーニングコモンズを自主 

学修の場として利用してください 

5/ 6（金） 中央館の部分開館について利用者の皆様へお知らせします 

〈更新：5/10（火）、5/13（金）〉 

〃 各分館の開館状況について利用者の皆様へお知らせします 

〈更新：5/9（月）、5/16（月）、5/18（水）〉 

5/ 9（月） お見舞いご支援を頂いた皆様へ 

〃 【医学系分館】5月 10日（火）から部分的にご利用いただけます 

（平日のみ） 

5/16（月） 【5/17（火）～】医学系分館の一部図書がご利用いただけます 

5/17（火） 地下書庫の利用再開（5/23予定）をお知らせします【中央館】 

〈更新：5/19（木）〉 

5/27（金） 【6/1～】中央館の通常開館再開を利用者の皆様にお知らせします 

5/31（火） 【6/1～】医学系分館の開館について利用者の皆様にお知らせします 

〃 【6/1～】各分館の開館状況について利用者の皆様へお知らせします 

 

６．他大学からの支援状況 

  熊本地震で被災した学生及び教職員に対する図書館サービスの支援が、4月 18日（月）

の九州大学及び東北大学のＨＰへの掲載から九州地区の大学に広がり、4 月 21 日（木）

以降は、国立大学図書館協会に「平成 28年熊本地震への図書館サービス支援」として支

援情報の取り纏めを引受けて頂き、全国的に広がった。 

  支援して頂いた方々に対しては、授業再開日の 5月 9日（月）、当館ＨＰに附属図書館

長からのお礼を掲載した。 
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７．今後の課題等 

（１）未復旧箇所の整備 

  ・ 医学系分館地下書庫・1階書架及び中央館地下書庫書架の現状復帰（前述の３．（２）

参照） 

  ・ 旧館書庫の原状復帰（前述の３．（２）参照） 

（２）震災対応にかかる経費の確保 

（３）平成 28年熊本地震に関する資料等の収集・保存 

 

以 上    
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【Ⅲ－１.課長】 

 
 

Ⅲ．各担当の記録 

 １．課 長 

 

Ｈ２８.４.１４（木） 

・21:26 熊本地方を震源とするＭ6.5、最大震度７の大地震が発生。益城町を中心に県内各

地に被害。その後も震度６強を含む余震が続いた。 
・ 自宅（玉名市）で被災。強い横揺れが続いた（30秒程度か）が、停電、ガス漏れはなく

落下物が少々。 
・ テレビ中継で、被災状況を知った。子供二人（熊大近くのアパート）と連絡を取るが、

30分程経ってメールで無事を確認。その後、隣近所の無事も確認。 
・22:15 副課長から電話で図書館の被災状況の報告。中央館は開館中であったが、業務委

託（丸善雄松堂）スタッフ２名の

対応により利用者は無事で、様子

を見て全員を帰宅させたとのこ

と。その後、当課職員が到着し委

託スタッフと館内を点検、図書の

落下はあるが大きな被害はない

様子。 
・ 副課長に課員の安否確認を依頼

し、図書館長（以下、「館長」）、教

育研究支援部長（以下、「部長」）

へ状況報告。 
・23:15 丸善雄松堂九州センター長から電話。地震発生当時の中央館の対応及び安否確認

の状況等について情報交換し、明日以降の勤務は、安全確保を最優先し出勤可能な委託ス

タッフから出勤してもらうことを確認。 
・23:45 再び九州センター長から、

委託スタッフへ連絡済みとの電話

あり。 
 
Ｈ２８.４.１５（金） 

・ 6:37 副課長から、課員全員の無

事を確認した旨の連絡。 
・ 交通手段を確認したところ、Ｊ

Ｒは不通。道路状況は不明だが車

で出勤、大きな道路損壊はなく通

常どおり大学（中央区黒髪キャン
「前震」発生後（深夜 3:30 頃）の武夫原体育館

（黒髪キャンパス） 

火災受信機作動（中央館） 
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【Ⅲ－１.課長】 

 
 

パス）に到着。 
・ 電気、水道は使用出来るが、ガスは不明のため使用しない。 
・ 課員の被災状況について確認した後、中央館内を確認。壁の所々にクラックが出来てい

るが、落下物はなく机上のパソコン・書類も多少の横ずれ程度。 
・ ２階書架の図書も思ったほど落下しておらず、南棟、地下書庫は更に少なかった（１日

で現状復帰）。 
・ 佐賀大学附属図書館Ｋ課長から、被災状況の確認と支援申し出のメールがあり、お礼と

被災状況を返信。 
・ 九州大学附属図書館Ｇ課長から電話があり、4/21（木）～22（金）開催予定の九州地区

大学図書館協議会総会等への出欠と、次年度の同総会当番引受けの可不可について確認

があり、館長、部長と相談し回答する旨を伝えた。 
 
Ｈ２８.４.１６（土） 

・ 1:25 熊本地方を震源とするＭ7.3、最大震度７の大地震が発生。4/14（木）の地震は「前

震」で今回の地震が「本震」と発表。「前震」を上回る激震であったため、食器類が破損

したが家族は無事。 
・ 停電し懐中電灯がなければ動けな

いが、両親が高齢のため居間で様子

を見ることに。屋外や隣近所にも大

きな被害はなく皆さんも無事。しか

し今回は、子供と連絡がつかない。 
・ 街中の被災状況は不明だが、次第

に救急車のサイレンや避難所へ向

かう人の声が聞こえ混乱している

様子。 
・ ２時間ほどで電気が回復。テレビ

中継で、建物倒壊や南阿蘇の土砂崩

れなど被害が拡大した様子が夜明

けとともに判明。子供からもメール

が届き、二人とも近くの小学校に避

難したとのこと。 
・ 8:08 当課 O 係員から中央館に来

ている旨電話連絡あり。館内には更

にクラックが発生しているようだ

が、被害は思ったより少ない模様。 
・ 連絡の中で、学内避難場で活動す 「本震」当日の武夫原グラウンド（朝６時） 

「本震」発生時、床に落ちて壊れた時計 
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【Ⅲ－１.課長】 

 
 

る大学職員から、中央館への避難者の受け入れについて打診を受けた旨報告があったた

め、災害対策本部の指示に従う旨を総務課に連絡。 
・ 8:54 館長に中央館の状況を報告し、自動車で出勤。玉名市街では、瓦の落下、ブロッ

ク・石壁等の倒壊、道路のひび割れ・陥没が点々と見られた。熊本市に入り南下すると、

坪井川橋が倒壊し国道 3 号線は通行止めとなっており、迂回せざるを得なかった。 
・ 昼前に大学に到着。中央館付近

は人も少なく一見穏やかだが、武

夫原グラウンドには大学周辺か

ら多数の人が避難しておられ、大

学職員と学生ボランティアが対

応。 
・ 中央館は２年半前に耐震補強

の整備を行っており、今回も天

井、壁等の損壊はなかったが、机

上のパソコン、書類は散乱。 
・ 参集した職員で再度、課員の安

否確認を行い、18時までに全員の

無事を確認し報告。 
・ 午後、余震に注意しながら館内点検を行う。２階書架の倒壊は免れたが、今回は、多数

の図書が落下し散乱。 
・19 時頃 避難者の受け入れ先として、中央館は使用されない旨を総務課長に確認。避難

先は、グラウンド、体育館、全学教育棟に集約された。 
 

Ｈ２８.４.１８（月） 

・ 車で出勤。課員に怪我の報告は

なかったが、1/3 程が自宅被害や

家族ケアのため出勤することが

出来なかった。 

・ 出勤した職員で被害状況の情

報を共有し、余震に注意しなが

ら復旧活動を開始。 
・ 食料その他物資の供給開始。非

常食と飲料水の他、必要な非常

用品を洗い出し、懐中電灯とヘ

ルメットを要求したが、数は限ら

れた。 

電気は使用可能（中央館階段） 

天井壁からの粉塵（中央館パソコン室） 
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【Ⅲ－１.課長】 

 
 

・11:00 館長、部長と打合せ。九州

地区大学図書館協議会総会等の

欠席を決定、九大Ｇ課長に欠席す

る旨と、可能であれば次年度の当

番を交代したい旨を連絡。Ｇ課長

からは、九州地区大学図書館間の

サービス支援についても話題に

挙げることになるだろうとの話

があり、当館としてもよろしくお

願いしたいと回答。 
・ 東北大学附属図書館Ｍ課長から

メールが届き、お見舞いと図書館

サービスの支援の申し出があり、お礼と復旧活動のご教示をお願いするかもしれない旨

を返信。 
・15:00 臨時部局長等連絡調整会議が開催。黒髪南地区の本部大会議室が支援物資保管場

所となったため、黒髪北地区の全

学教育棟第一会議室で開催。学長

（災害対策本部長）から、被害状

況の報告と今後の復旧活動計画

について説明があり、まず教職

員・学生全員の安否確認を進めな

がら、安全に配慮して復旧活動に

当たるよう指示があった。会議中

もドーンという音とともに余震

が発生するが、会議が中断するこ

とはなかった。 
（地震対応の概要） 

  【対策本部】 → 経営企画本部が担当 

【情報の取扱い】 → 被害写真流出に注意 

【盗難対策】 → 現金管理 

【立入禁止区域】 → 五高記念館・工学部１号館 

・ ＨＰの閉館情報を、「当面の間」に延長。 
 

Ｈ２８.４.１９（火） 

・ 9:00 昨日の全学会議における指示に基づき、附属図書館に館長をリーダーとして課長、

副課長、係長を構成員とする対策チームを設置し、第１回目の会議を開催。今後、毎朝 9:00

中央館カウンター内壁のクラック 

供給された非常食（牛飯） 
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【Ⅲ－１.課長】 

 
 

から対策チーム会議を開催し、前日

の活動報告、当日の活動計画、その

他特記事項の情報共有を行い、マニ

ュアルを参考にして復旧に必要な

検討事項を洗い出し、対策本部へ報

告する。 
・ 学長から、震災からの復興に向

けたメッセージが本学教職員あ

てに発信。 
・ 教育・学生支援担当理事からの

授業の再開日 5/9（月）決定を受

け、図書館の対応について対策チ

ームで検討。 
・ 東北大学Ｍ課長から、東日本大震災後の復旧活動を記録した、当時、東北大学附属図書

館情報サービス課長の資料についてメールで紹介あり。丁度、同じ資料を見ていたため、

明日の対策チームで周知することに。 
 

Ｈ２８.４.２０（水） 

・ 道路の損壊に加え熊本市近郊の

交通量が増え渋滞が発生。 
・ 作業の安全確保に必要なヘルメ

ットと職員の健康管理のためのフ

ロアマットを入手することとし

た。特にフロアマットは、避難生

活が続き睡眠不足とエコノミーク

ラス症候群を引き起こす可能性が

ある職員に、休憩室でリラックス

してもらうために購入。 
・ 東北大学附属図書館 O 課長から

もメールが届いた。東北大学は、今年度の国大図協総会の当番館で、昨年度の当番であっ

た当館と総会業務の引き継ぎを行っていた経緯もあり、早くから本学の被災状況につい

て心配していただき、頃合いを見てお見舞いの言葉を送って頂いた。O 課長には、6/16

（木）～17（金）仙台市で開催される同総会に出席できるよう復旧活動を進めたい旨返信。 
 

Ｈ２８.４.２１（木） 

・ 対策チーム会議終了後、医学系分館及び薬学部分館を視察。まず、医学系分館の破損状

ボードに連絡事項を記載して情報共有 

フロアマットとヘルメット 
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【Ⅲ－１.課長】 

 
 

態を確認。階段壁の落下箇所、１階フロアー４台の倒壊書架、地下書架及び２階書架の歪み、

天井、フロアーの水漏れ箇所を確認。階段壁の落下箇所、１階フロアー４台の倒壊書架、地

下書架及び２階書架の歪み、天井、フロアーの水漏れ箇所を確認。 
・ 次に薬学部分館を視察。予想よりも建物被害、書架、図書に被害は少ない。天井に水漏

れが発生。 
 
Ｈ２８.４.２２（金） 

・14:00 学長、Ｍ理事、Ｎ理事、

施設担当部長が中央館を視察。

２年半前に改修されたことも

あり、館内外及び貴重資料に大

きな被害は無い旨を報告。学長

は、館外側のガラスが割れてい

ないことと、被害が少ないこと

に安堵された。 
・16:00 Ｆ理事、大学教育機能開

発総合研究センター長、学務課

長が中央館を視察。学生の自習

の場として図書館の早期開放に

ついて打診あり。その場では中央館１階ラーニングコモンズ限定で整備・開放することは

可能と回答し、館長及び部長にもその旨報告。 
 

Ｈ２８.４.２５（月） 

・ 明らかに熊本市や益城町方面

に向かう車の量が増え、熊本市

郊外の道路から熊本市内幹線道

路へ接続する部分で交通渋滞が

発生、通勤時間が倍近くに。 
・ 佐賀大学Ｋ課長から、先週開

催の九州地区国立大学附属図書

館協会総会の席上、当館への支

援について九州大学より発言が

あったとの連絡。 
 
Ｈ２８.４.２６（火） 

・ 復旧支援活動等に関わる人が増えたようだ。他県ナンバーもかなり多い。 

「本震」に耐えたガラス壁面（中央館） 

嬉しい果物・野菜類の差し入れ 
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【Ⅲ－１.課長】 

 
 

・15:30 平成 28 年度第１回事務部課長会議が開催され、震災復興について協議。復旧開始

後１週間程度のため初期対応報告と情報確認が主で、意見・要望は随時申し出ることに。 
 
Ｈ２８.４.２７（水） 

・ 薬学部分館担当から、施設の安全面が保証されれば開館可能との連絡があり、薬学部分

館長の意見を聴くよう依頼。 
 
Ｈ２８.４.２８（木） 

・13:00 Ｆ理事と館長との間で、

中央館１階ラーニングコモンズ

の利用開始時期について協議さ

れ、来週 5/2（月）から開館する

ことが決定。なお、開館の時間帯

は図書館に一任。 
・14:00 平成 28 年度第１回教育

研究評議会が開催。Ｆ理事から、

学生支援の１つとして、ラーニ

ングコモンズの開館について報

告あり。 
 
Ｈ２８.５.２（月） 

・10：00 本日から中央館１階ラーニングコモンズを開放。利用時間は 18：00まで。120人

程の利用あり。 
・午後：４月分勤怠処理を行った。各職員の出勤状況をあらためて確認。４月末には落ち着

いて来たが、震災の影響が連休明けに出てくることが心配。 
・18:00 閉館。特にトラブルなし。 
Ｈ２８.５.３（火） 

・ 休日初日のため開館時の状況確認。雨のため利用者は少なく特にトラブルなし。 
 
Ｈ２８.５.６（金） 

・ 連休中に震度４の余震が発生したが、再配架した図書の落下なし。 
・14:00 京都大学附属図書館Ｋ部長が来館、被災状況を報告し館内視察。 
 

Ｈ２８.５.９（月） 

・ 本学からの授業再開に合わせ中央館も 8:40に開館。計画に基づき部分開館。 
・ 館長名で、お見舞いご支援頂いた方々に対してＨＰにお礼文を掲載。 

連休前に整備した中央館ラーニングコモンズ 
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【Ⅲ－１.課長】 

 
 

 

Ｈ２８.５.１０（火） 

・ 中央館２階の男子トイレのドア

が地震の影響か閉まりにくくな

り、応急措置。 

・ 熊本学園大学附属図書館から、

開館準備が今月いっぱいかかる

ため、復旧の進む大学コンソーシ

アム加盟大学に学生対応の応援

を求めたい旨の依頼があり、館

長、部長と相談の上、了解する旨

回答。 

 

Ｈ２８.５.１１（水） 

・ 九州地区大学図書館協議会幹事

館の九州大学から、次年度の九州

地区大学図書館協議会総会の当

番館を長崎大学（本来は熊大の予

定であった）に依頼する旨の書面

会議を、メール受信。 
 
Ｈ２８.５.１２（木） 

・ 本日 12（木）～13（金）３～

５限目に、ベーシック「図書館

活用法」を実施。 
 
Ｈ２８.５.１４（土） 

・13:00 開館状況確認。特にト

ラブルなし。 
・ その後、熊本城と益城町の被

災状況を視察。二の丸広場駐

車場は開放され、車で行くこ

とが可能。場内は至るところ石

垣や長塀が倒壊、天守閣も瓦が落ち以前の力強さがない。 
・ 熊本市中央区から東区に近づくにつれ、ブルーシートの被さった家が増え、道路も波打

っている。さらに益城町に入ると、アスファルトを剥いで砂利が敷かれた道路も現れ、閑

館長名のお礼文（ＨＰ掲載） 

5/10（火）開館後（９時）の入館者 
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【Ⅲ－１.課長】 

 
 

静だった住宅街には全壊した家屋が多数あり、進んで良いものか躊躇する。やはり損壊の

度合いが違う。 
 
Ｈ２８.５.１６（月） 

・ 9:00 第 16回図書館対策チー

ム会議において、今週から同会

議は週２回（月・木）開催する

ことを決定。 
 
Ｈ２８.５.１７（火） 

・13:30 永青文庫から常務理事

他学芸員２名が被害状況の確

認のため来館、永青文庫センタ

ー長が古文書の状態について

説明。 
 
Ｈ２８.５.１９（木） 

・ 課員の罹災状況を調査。１日も早く日常の生活が戻るよう願うばかりである。 
 
Ｈ２８.５.２３（月） 

・ 課員に 6/9（木）に開催する第１回附属図書

館運営委員会で地震対応の報告を行う旨連絡

し、データの作成を依頼。（会議では、本記録の

「Ⅱ．概要」に掲載した資料を使用。） 

 
Ｈ２８.５.２４（火） 

・ 9:00 医学系及び薬学部分館視察と医学系

分館の復旧活動支援を行う。支援には６名が

参加し再配架を行った。地下書庫の書架には

まだ歪みがあり、落下図書が残ったまま。 
・ 薬学部分館は、１階書架の修理も済み状態

が回復。 
 

Ｈ２８.５.２５（水） 

・13：30 今年第１回目の業務連絡会議を開催。

６月からの中央館の通常開館に向け、丸善雄

立入禁止区域を設定し部分開館（中央館２階） 

頭上にも注意（中央館２階） 
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【Ⅲ－１.課長】 

 
 

松堂と打合せ。 
 

Ｈ２８.５.２６（木） 

・14:00 教育研究評議会に陪席。本来業務も徐々に再開しなければならない。 
 
Ｈ２８.５.２７（金） 

・10:00 今年第１回目の教育研究支援部の連絡会開催。各課長から復旧活動の報告。作業

は、被害状況の把握から修復のための連絡調整といった次の段階へ移行している。 
 
                                ― 以 上 ― 

安全第一！（くまぽん） 
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【Ⅲ－２．副課長】 

 
 

 ２．副 課 長 

 
Ｈ２８.４.１４（木） 

・21：26 前震発生 帰宅後に被災。 

・22：15 課長へ電話し、以下の被災状況を報告。 

 前震後、中央館では図書館課職員３名（Ｅ係長/Ｂ係長/Ｏ係員）が図書館へ駆けつけ、館

内の状況確認を実施。 

 医学系分館と薬学部分館は、閉館後に被災。 

・22：29 課長へ電話し、現時点での職員の安否状況を報告。（数名は連絡がつかず安否不

明） 

 
Ｈ２８．４．１５（金） 

・ 6：37 課長へ中央館職員の安否状況を報告。 

・ 自家用車で通常どおり出勤。 

・ 地震による休講決定に伴い、図書館も     

全館終日臨時閉館とし図書館ＨＰにて              

周知。 

・ ホワイトボードを事務室内に設置し 

館内の状況を随時記入できるようにし

た。 

・ 医学系分館と薬学部分館では２４時間

利用サービスを提供しているが、被災時

に利用者がいなかったことを確認。 

 <館内確認と復旧作業> 

・ 中央館内見廻り １Ｆラーニングコモンズ、Ｂ１多目的ラウンジ、南棟 異常なし。 

・ 貴重書庫  阿蘇家文書･永青文庫等の貴重資料コレクション 異常なし。 

      大蔵経は引き出し数個のみ落下したが、損傷なし。 

・ ２階閲覧室 図書落下約１万冊を図書館職員+と業務委託スタッフにて復旧完了。 

   作業①  9：40-11：40 

   作業② 13：20-14：30 

   ※作業時、余震に備えて図書を書棚の奥に入れ込むことを注意。 

・ 旧館見廻り 

-- 

・ 図書館設備納入業者数社より、地震被害について状況確認の連絡。 

・ 香川大学／図書館 OB の方々よりお見舞いメールが届き、返信。 

・ 別府大学図書館学教員より見舞いメールが届き、復旧の予算獲得にも証拠写真が重要で 

 

前震後に設置したホワイトボード 
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【Ⅲ－２．副課長】 

 
 

あるとの助言を受けた。 

・ 課長より、「熊本地震」の被害状況写真（作業時の写真）を収集するよう指示があ

り、図書館職員全員宛のメールで通知。 

・ 4/16（土）17（日）は全館臨時閉館とし、図書館ＨＰにて周知。 
 
Ｈ２８．４．１６（土） 

・ 1：25 本震発生 自宅で被災。 

・ 本震被災後は、物が散乱し手が付けられない状況であったが、午後から自家用車にて出

勤。 

・ 事務室内、自分の机周りで PCディスプレイが落下。 

・ 課長、Ｏ係員が出勤しており、午前中はＥ係長･Ｂ係長が出勤。 

・ 貴重資料（永青文庫）⇒異常なし 

・ 中央館内のライフラインは以下のとおり。 
○電力供給 

○井戸水･浄化供給（×上下水道） 

×都市ガス 

○ネット環境 

〈館内状況〉 

・ 外壁等のガラスは、落下等はなく目視での異常なし。 

 中央館正面入口付近にひび、亀裂を確認。 

・ １階 ロビー展示 展示用書架が倒れ、

一部損壊。（横に展示していた「くまぽん」 

は落下せず安定した状態） 
・ リフレッシュルーム 異常なし。 

 自動販売機動作確認し、異常なし。 

・ 南棟閲覧室 参考図書･新聞（縮刷版） 

は大量落下、散乱。 

・ 多目的ラウンジ 一部落下、散乱。  

  ⇒ラウンジのみ、前震後の散乱状況よりも

軽度。（理由不明） 

・ ２階閲覧室 図書大量落下、散乱。 

 ⇒前震後の約３倍以上。（14日の作業がすべて無駄） 
・ 18 日（月）までの臨時休館（全館）を決定後、図書館ホームページにて周知。 
・ 夕方、Ｅ係長が状況を確認するため再度来館。 
 

 

損壊の展示用書架と「くまぽん」 
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【Ⅲ－２．副課長】 

 
 

Ｈ２８．４．１７（日） 

・ 自宅待機。（合志市 ライフライン問題なし） 
・ 薬学部分館Ｘ係員より電話があり、明日からの 

職員の出勤について尋ねられ、「自分自身の安全が

第一で、出勤可能な職員は出勤する」ことを伝える。 

・ 課長へ電話報告。 

 
Ｈ２８．４．１８（月） 

・ 通常どおり出勤。 

・ 4/18～22 熊本大学の休講が発表。 

 （後に５月９日まで延期） 

・ 改めて館内の被害状況を確認。 

 カウンター横の窓、リフレッシュルーム小窓の横に 

クラックを確認。 

 ２階閲覧室は、書架耐震アンカーが壁面から３箇所

はずれた状態のため、県外業者へ連絡。 

・ 古文書解析職員の無事を確認。（前震直後に大牟田市へ避難） 
・ ホワイトボードへ本震後の状況を記入。 

・ 【出勤出来ない職員】 

 （総務）Ｇ係員、（電子情報）Ｈ係員、 

 （図書）Ｉ係員、Ｋ係員、Ｌ係員、Ｎ係員、 

 （雑誌）：Ｐ係員、Ｑ係員、 

 （分館（医学系分館））Ｖ係員、Ｗ係員 

・ 医学系分館Ｆ係長より“午前中に医学部長 

と、生命科学系医学事務チーム総務担当係長 

が視察のため来館され、正面玄関付近へ学生 

用の簡易ベッド（10床）を設置したいとの要請があ ったが、玄関直近の閲覧室で書架４ 

台が倒壊しており、危険であることを伝えた”との報告。 

・ 余震に注意しながら復旧作業開始。 

 
Ｈ２８．４．１９（火） 

・ 被害のひどい地域に住む職員 1名が出勤。 

・ （個人宛）メール見舞いへの返信、報告多数。 

・ 他大学（他県）図書館の被災した学生へのサービスについて情報提供を開始。 

 （図書館 HP） 

・ 書架不具合の対応については、平成 24 年度導入時の仕様書確認。「震度５クラスに耐

 
本震後の状況（ホワイトボード） 

 
 ２階 本の海となった閲覧室 
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【Ⅲ－２．副課長】 

 
 

え･･･」と記載され、震度５を上回る大地震については想定していない。 

・ 夕方、強い余震が２回発生。 

 

Ｈ２８．４．２０（水） 

・ 理事の本荘地区視察へ教育研究推進部長が同行し、本学施設の深刻な被害が報告され 

た。 

・ 午後、県外の図書館設備納入業者が

書架の作業のため来館。中央館全体

の書架点検を依頼した結果、書架の

ゆがみがないことを確認。 
 ※２階 壁面のアンカーボルト（４ 

 箇所）を固定。 

・ クッションフロアシートを購入し、 

ロッカールーム等で休憩及び仮眠を 

とれる環境を整備。（ロッカールー

ム･業務委託控え室） 
・ 甚大な被害を受けた五高記念館より中央館へ文化財保管の依頼。（要施錠！秘密事項） 
・ メール見舞いへの返信、報告等を多数送信。 

 
Ｈ２８．４．２１（木） 

・ ミーティング後、課長に同行し分館の被害状況を確認。 医学系分館（本荘地区）の被

害が深刻。 
・ 図書館関係者よりメール連絡。 
 （東日本大震災当時、東北大学附属図書館課長）支援が必要であればとの申し出をいただ

く。また、開架図書へ紐をかけることで、利用者が逃げる際に時間が作れるとの助言をも

らった。 

 
外れたアンカーボルト（修復前） 

 

２階へ作業用ブックトラックを運ぶ職員 

 

本震にもかろうじて耐えた書架 
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【Ⅲ－２．副課長】 

 
 

・ 道家氏へ、昨年寄贈を受けた『道家家文書』の地震の影 響はなく無事であることを電

話にて報告。 

 
Ｈ２８．４．２２（金） 

・14:00 学長、Ｍ理事、Ｎ理事、施設担当部 
長の中央館視察へ同行。 

・16:00 F 理事、大学教育機能開発総合研究 

センター長、学務課長、総務係長の中央館視 

察へ同行。 
・ 医学系分館に施設部の建物調査。 
・ 医学系分館の倒壊書架復旧について打ち 

合わせ。 

 

Ｈ２８．４．２５（月） 

・ 9:20 施設部による建物調査実施へ同行。図書館は開館準備もあるため、黒髪地区の初 

日に建物調査を受診。 
・ 調査の結果、コンクリートとボードのつ

なぎ目の「クラック」は、構造上の問題は

ないと報告を受ける。 
・ 都市ガス復旧に向けた漏洩点検が本日 

から開始。 

・ 学術資料調査研究推進室から連絡。 

 （ハーン研究部門） ＰＣモニター枠がは 

ずれ、プリンターが落下したが使用に問

題なし。 

 
施設部の建物状況調査 

               

 
広がる図書館支援の輪 

 

 
道家家文書 

（H27年度貴重資料展チラシ） 

 
紐をかけた閲覧室内の書架 
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【Ⅲ－２．副課長】 

 
 

Ｈ２８．４．２６（火） 

・ 財務課より「災害状況点検」の調査依頼（〆切：5/20）が届き、作成開始。 
 
Ｈ２８．４．２７（水） 

・ ライフライン都市ガス復旧。 
・14:10 中央館ラーニングコモンズ開館について打合せ。 

 教育･学生支援担当理事から GW 連休期間中に「本学学生は、中央館１階ラーニングコモン

ズを自主学修の場として活用出来る環境を整えたい」と要望される。図書館で検討した結

果、5/2 から本学学生の利用に限定して再開出来るよう復旧作業を進めることを回答。土

日祝日は図書館職員も出勤し、丸善雄松堂スタッフからカウンター業務再開は可能と回答。 

・ 旧館の立入検査（施設部）実施。 

・ 医学系分館建物調査の結果、施設部の検証診断⇒「Ｂ」（要注意）。建物は大丈夫だが、

書架の転倒及び傾斜があるため、入室する際は注意する必要があるとの判断。 

 

Ｈ２８．４．２８（木） 

・11:00 図書館開館について館長へ報告。 

・19:00 熊大公式ＨＰに図書館開館について情報公開。（学務課と内容確認） 

 

Ｈ２８．４．２９（金） 

・ 学内メールで研究室図書の水損被害について連絡が入る。以降も、地震による図書の汚

損･破損、図書の紛失、建物に入れないので取り出せない等の申し出が相次ぐ。 

 

Ｈ２８．５．２（月） 

・ 学生限定で１階ラーニングコモンズ部分を開館再開。 
・ 医学系分館倒壊書架４台（直立複式４連

５段）の解体作業を実施。作業工程確認の

ため、医学系分館へ向かったが、移動時に

産業道路が大渋滞。 
・ 医学系分館担当と地下書庫の安全確保

について打ち合わせ、携帯電話が利用でき

ない環境であることから、利用時にホイッ

スルを携帯することを検討。 
 （中央館地下書庫も同様の状況） 

  

 

 

 

書庫内での防災意識向上のために･･･ 

（書庫利用再開前に準備） 
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【Ⅲ－２．副課長】 

 
 

Ｈ２８．５．３（火） 

・ 休日開館（12：00-18：00）１日目。（出勤２名体制：Ｊ係員･副課長） 

・ ラーニングコモンズのみ利用再開の

ため、階段前と南棟通路前にベルトパー

テーションを置き、進入禁止とした。（６

日以降は「立入禁止」テープに変更） 

・ 貸出図書の更新手続きのため、一般市

民利用者の来館。 

・16：00 学生支援部から学生の利用状況 

  確認のため課長来館。 

 

Ｈ２８．５．６（金） 
・ 来週からの授業再開に当たり、入退館システムの設定を再確認。 
・ 写真を資料として使用する際には、取り扱いに注意するよう周知。 

 

Ｈ２８．５．９（月） 

・ 南棟閲覧室・多目的ラウンジも利用再開。 

・ 委託スタッフリーダーと打合せを行い、リーダーから開館状況について丸善雄松堂に

も連絡を入れてもらった。 

・ 折りたたみヘルメット 10個を追加購入し、書架立入用の準備。 

 
Ｈ２８．５．１０（火） 

・ 大型本を除く２階閲覧室の利用を再開。 
・ 医学系分館の復旧作業が続くため、Ｈ係員（電子情報担当）をリポジトリ関連の仕事持

参で分館のカウンター当番として派

遣。 
・ 貸出用ヘルメットを設置（２階閲覧

室４個、南棟１個、カウンター１個）し

たが、状況を見て増設を検討。 
・ 中央館建物については、安全性を確

認。 

・ 書架は、安全性確認済み。 

早朝に発生した余震により２階の防火

扉が閉鎖。その他は特段異常なし。 

 
 

 
書庫内立入禁止 

 
２階閲覧室入口付近に

貸出用ヘルメット設置 
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【Ⅲ－２．副課長】 

 
 

Ｈ２８．５．１１（水） 

・ 12、13日に新一年生対象ベーシック「図書館活用法」授業の開催決定。 

 

Ｈ２８．５．１２（木） 

・ 医学系分館１階の電動集密書架は基板破損のため見積もりを依頼。２階閲覧書架は、固

定作業を 5/16（月）に予定。 

・ 財務課（予算担当）より備品等被害調査あり。「60 万円以上」備品を対象とする調査。

３限･４限･５限 4/21（木）に予定していたが、地震のために休講となっていた教養教育

科目ベーシック「図書館活用法」の第１タームの授業６コマを全学教育棟で実施。 

 

Ｈ２８．５．１３（金） 

・ 医学系分館への電子情報担当からの応援は、16日までと決定。 

 
Ｈ２８．５．１６（月） 

・ 9：00 第 16 回図書館対策チーム会議開催。今週から対策チーム会議は、週２回（月･

木）の実施に縮小決定。 
・ 図書館備品等被害調査開始。（5/20締切） 

 

Ｈ２８．５．１７（火） 

・ 前日、地下書庫の利用スケジュールについて検討。館長承認後、ＨＰに掲載。 
 

Ｈ２８．５．１８（水）【利用支援担当】 

・ 全体作業 地下書庫の作業を実施。完了。 

 
Ｈ２８．５．１９（木） 

・ 全体作業の中で危険箇所の再点検を依頼。 

・ 医学系分館の地階（書庫）は書架のゆがみが酷く、修理見積を依頼。 
 

Ｈ２８．５．２０（金） 

・ 地震による設備の被害状況調査について財務課締切日。 

・ 「くりぃむしちゅーの歴史新発見 信長 59 通の手紙を解読せよ」に出演された近藤

芳正氏と戸田恵子氏、スタッフの方々が永青文庫研究センターに震災お見舞いの訪問。 
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【Ⅲ－２．副課長】 

 
 

・ 附属図書館へも色紙をいただく。 

 

Ｈ２８．５．２３（月） 

・ 「平成 28年熊本地震により被災した機器･装置類調査」に関する学内打合せに出席。 

 
Ｈ２８．５．２４（火） 

・ 9：00 医学系及び薬学部分館視察と、中央館職員が医学系分館の復旧活動支援に向かう。 
・ 医学系分館支援へ６名が参加し、１階電動集密書架の再配架を支援。 
・ 地下書庫の書架は、まだ歪みがあり落下図書が大量に残っている。 
・ １階閲覧室は、一部立入禁止。 
・ 薬学部分館は、１階書架の修理が完了し、状態が回復。 
 

 

 

永青文庫研究センターHPから転載  （近藤芳正氏と戸田恵子氏）        
http://www.let.kumamoto-u.ac.jp/eisei/news/2016/05/post-17.html 
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【Ⅲ－２．副課長】 

 
 

Ｈ２８．５．２５（水） 

・13：30 今年第１回目の業務連絡会議を開催。６月からの中央館の通常開館に向けて、丸

善雄松堂と打合せを行った。 

・ 中央館定期休館日のためエアコンフィルターを清掃し、扇風機を設置。 
 

Ｈ２８．５．３０（月） 

・ 地震への注意を玄関前に掲示。 

・ 震災関連図書は、肥後熊本学のコーナーへ排架。 

・ 図書館ＷＧ発足について検討。（「熊本地震アーカイブ（震災文庫）」を含む） 

 

Ｈ２８．５．３１（火） 

・ ５月の入館者数を調査。授業開始とともに利用者数増加。 

 

Ｈ２８．６．１（水） 

・ 通常開館再開。（平日 8：40-22：00、土日祝日 12：00-18：00） 
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【Ⅲ－３．総務担当】 

 ３．総 務 担 当 

 
Ｈ２８.４.１４（木） 

・ 副課長からの指示により、総務担当スタッフの無事を電話確認。 
 

Ｈ２８.４.１５（金） 

・ 総務課から地震の被害状況の確認依頼があり、メールで回答。 
 

Ｈ２８.４.１６（土） 

・ 本震発生後、自宅待機。課長からの指示により、総務担当スタッフの無事を電話確認し

報告。 
 
Ｈ２８.４.１８（月） 

・ 総務課から安否確認の依頼があり、学生・院生を除き無事確認の旨回答。 
・ 経営企画本部より食料その他物資供給のメール連絡あり。非常食と飲料水の他、軍手、

ヘルメット、雑巾、ゴミ袋を要求。 
・ 災害対策本部から、各部局等の長あてに復旧に必要な検討事項の洗い出しの依頼あり。

図書館対策チームの名簿を提出。 
 

 
（本震後の２階書架） 

 
Ｈ２８.４.１９（火） 

【総務（対策チーム会議第 1回活動記録）】 

○  総務担当 

・ 九州地区国立大学附属図書館会議の件について。 

・ 対策本部へ軍手・ヘルメット・ゴミ袋を要求、軍手 20人分が届く。 
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【Ⅲ－３．総務担当】 

○  利用支援担当 

・ ILL停止中 

・ 貴重資料コレクションが無事であることを永青文庫・文化庁等へ報告。 

 

○  医学系分館 

・ 書架（直立複式４連５段（160棚分））の倒壊、地下書庫書架の傾きあり。 

・ 水漏れ発生により資料は多数落下。 

・ 時間外開館アルバイト学生数名がボランティアで作業に参加。 

・ その他の被害（壁面のヒビ・落下） 

・ 書架修理費用については、生命科学系事務課負担となるため事前連絡すること。 

 

○  薬学部分館担当 

・ 資料落下多数 
・ 水漏れはあるが、書架の倒壊は無し。地下書庫の状況は、未確認。 

 
Ｈ２８.４.２０（水） 

【総務（対策チーム会議第２回記録）】 

○  課長 

・ 学生ボランティア保険の取り扱いについて、学務課等に確認中。 

・ 課内職員への指示３件 

1.熊大における大規模災害対応基本マニュアルに沿って行動すること。 

2.各自、震災記録（写真、メモなど）をとること。  

3.震災を経験されている図書館の参考文献等を参考にすること。 

 

○  総務担当 

・ 状況報告を対策本部へ提出する。 

・ 対策本部から、水・食料が支給された。（九大・長大支援物資） 

 

○ 本日の復旧作業手順 

・ 余震のため、地下と旧館の作業は延期する。 

・ 南棟『新聞（縮刷版）』を分類し床に平置きする。 

・ ２階閲覧室 新書・新建築等の低書架を整理する。 

・ ヒモで図書を結び、余震による落下に備える。 

・ 本日から、医学系分館の復旧作業支援のため、中央館担当職員 2～3 名を派遣する。 

・ 復旧作業の場所・手順については、利用支援担当が計画する。 
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【Ⅲ－３．総務担当】 

Ｈ２８.４.２１（木） 

【総務（対策チーム会議第３回記録）】 

○  総務担当 

・ 教育・学生支援担当理事より、学生の学修支援のため開館の打診あり。 

 

○  利用支援担当 

・ 貸出中図書の返却期限日を、授業再開の 5/9（月）まで延長。 

 

Ｈ２８.４.２２（金） 

【総務（対策チーム会議第４回記録）】 

○  総務担当 

・ 今後の復旧作業に必要な検討事項を確認し災害対策本部へ報告。【別添資料１】 

・ 全国からのお見舞いメールへのお礼の検討。 

・ 中央館建物調査（来週早々）の実施。 

 

○ 図書担当、雑誌担当 

・ 研究室の返却図書（汚損/破損）対応。 

 

○  利用支援担当 

・  開館に向けた準備作業を開始。入館ゲートの動作確認を実施し、リアルタイム表示の

誤作動を確認。 

・ 他大学における図書館サービス支援の情報提供は、国立大学図書館協会のページへ引

継ぎを依頼。（九州地区は、図書館 HPに残す） 

 
○ 医学系分館担当 

・ 施設部による建物調査予定。 

 

Ｈ２８.４.２５（月） 

【総務（対策チーム会議第５回記録）】 

○ 課長 
・ １階ラーニングコモンズの部分開放について、現時点では本学学生の自習の場とし  

て利用してもらうが、その他の利用者への対応は未だ出来ないことを確認し準備開始。 
 

○ 医学系分館担当 

・ 22 日（金）に施設部による建物調査が実施され、柱など構造上の問題なしと判断さ

れたが、学生の利用再開については別途判断が必要。 
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【Ⅲ－３．総務担当】 

Ｈ２８.４.２６（火） 

【総務（対策チーム会議第６回記録）】 

⇒地震後の初期対応を終了し、予算も含め中期の対応へ移行。 

 
○  総務担当 

・ 地震による特別休暇の取り扱いについて説明。 

 

○  利用支援担当 

・ 入館ゲート調整中（午後、不具合解消）の報告。 

・ ＩＬＬ（依頼）を再開。 

 

○ 医学系分館／薬学部分館担当 

・ 午後、施設部の点検実施（施設マネジメント）。安全性については、後日通知。 

 
Ｈ２８.４.２７（水） 

【総務（対策チーム会議第７回記録）】 

○  総務担当 
・ 今後の復旧作業に必要な検討事項を確認し災害対策本部へ報告。【別添資料２】 

・ ライフライン（都市ガス）復旧。 

・ ボランティア学生の受入については、ボランティア保険の加入を条件とすること。    

また、交通費等を考慮し県内在住の者とする。 
   
○  利用支援担当 
 ・ ラーニングコモンズの開放について準備が完了。5/8（日）までは休講であるため、

期間中（5/2（月）～8（日））の開館時間は 10～17 時とする。 
 
Ｈ２８.４.２８（木） 

【総務（対策チーム会議第８回記録）】 

○  総務担当 
・ ラーニングコモンズの開放方法について最終打合せ。午後、館長と理事が協議予定 
 

○  医学系分館担当 
・ 分館の復旧作業支援依頼。 
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【Ⅲ－３．総務担当】 

Ｈ２８.５.２（月） 

【総務（対策チーム会議第９回記録）】 
（中央館の開館対応について） 

・ 連休期間中の開館（余震）対応のため、委託スタッフに加え職員２名が出勤する。 
・ 5/9（月）からの中央館の部分開館（開館時間は 8:40～18:00）に向け、復旧作業（南

棟の立入禁止エリアの解除）を行い、１階全域、多目的ラウンジ、南棟１階を利用可能

エリアとする。また、余震対応として、落下図書は書架の上２段（書架が高くない場合

は１段）には再配架しない。 
 

（分館の開館対応について） 

・ 医学系分館 5/23（月）を目処とし、２Ｆフロアから部分開館。 

・ 薬学部分館 5/9（月）から開館（１階書庫は立入禁止） 
 
Ｈ２８.５.６（金） 
【総務（対策チーム会議第 10回記録）】 

・  今後の復旧作業に必要な検討事項を確認し災害対策本部へ報告。【別添資料３】 

・ 5/9（月）授業開始からの開館方法について確認。 
① 南棟図書の閲覧・貸出しを開始する。書架の利用に当たっては、ヘルメットの着用を

指示し、２階フロアは引続き立入禁止とする。 
② 非常口・避難経路の再確認（余震により被害が生じた場合の対応確認）。 
③ ＨＰで中央館、分館の開館状況について通知する。 

 

Ｈ２８.５.９（月） 
【総務（対策チーム会議第 11回記録）】 

・ 運営状況の確認及び今後の対応について検討。 
① 安全確保のための書架立入時のヘルメット着用について、再度確認。 
② 工学部マテリアルから、水濡れ図書の廃棄について連絡あり。 
③  医学系分館長から分館内の学修スペースの開放依頼があり、明日から２Ｆフロアを

部分開館。（9:00～17:00） 
④  医学系分館の人手不足を解消するため、明日以降、中央館からＨ係員を派遣し窓口対

応の応援を行う。 
⑤ 入館状況及び２Ｆ書架復旧作業の進捗状況を確認し、5/10（火）からの開館方法につ

いて打合せ。２Ｆ大型本の整理区間は立入禁止とするが、その他の部分（特に PC コー

ナーは履修登録のため対応）は開放する。２Ｆ図書の閲覧・貸出については、南棟と同

様にヘルメットを着用して書架へ立入るよう指示し、巡回することを確認。 
⑥ 九大の本学への学修支援状況（熊大生 39名が利用登録） 
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【Ⅲ－３．総務担当】 

Ｈ２８.５.１０（火） 
【総務（対策チーム会議第 12回記録）】 

・ 運営状況の確認及び今後の対応について検討。 
① 大型図書の再配架について打合せ。出来るだけ元の書架（定型サイズ）に戻さないよ 

うに再配架計画を検討するが、現段階で移動先未定。 

② 中央館では定期的にヘルメット着用のための巡回を行い、安全確保のため利用     

者に対して書架立入時のヘルメット着用を依頼する。 
③ 医学系分館２Ｆ学修スペースの部分開放の準備完了の報告。 
④ 連休期間の利用者数報告。 
⑤ 対策チーム会議の開催日を月・木とする。（5/16（月）～） 

 
Ｈ２８.５.１１（水） 
【総務（対策チーム会議第 13回記録）】 

・ 運営状況の確認及び今後の対応について検討。 
①  大雨により県内各地で建物等への被害が続いたため、各館においても梅雨の時期に

向けて再度点検を行うよう依頼。 
② 昨日再開した医学系分館２Ｆ学修スペースの利用者は 130 人程度との報告。 
③ ポスター（ヘルメット着用）掲示。 
④ 5 月中の中央館開館時間は、当面、平日 8:40～18:00、休日 12:00～18:00 とし、休日 
の地震対応として、14,15.21.22 日（土、日）は２人体制、28.29 日（土、日）は一人体

制勤務のシフトを組む。 
⑤  工学部（マテリアル）配水管損傷による水害図書は、（一応）返却。 

 
（ヘルメット着用のポスターを掲示） 
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【Ⅲ－３．総務担当】 

Ｈ２８.５.１２（木） 

【総務（対策チーム会議第 14回記録）】 

・ 運営状況の確認及び今後の対応について検討。 
① 今後の休日の開館対応については、５月末まで外部委託カウンタースタッフの支援  

として当課職員を配置する。 
 ② 附属図書館運営委員会開催の日程照会。 

 ③ 工学部の返却図書（水害によりカビが発生）の処理確認。 

④ 医学系分館 2 階書架の床固定が終了すれば、利用再開可能。 
 
Ｈ２８.５.１３（金） 

【総務（対策チーム会議第 15回記録）】 

・ 運営状況の確認及び今後の対応について検討し、災害対策本部へ報告【別添資料４】 
① 工学部（マテリアル）返却図書のうち、使用可能であるものは虫干し。 

② 平成 29 年度九州地区大学図書館協議会総会等の会議については、メール会議の議事 

のとおり、当番を長崎大学附属図書館へ依頼。 

③ 医学系分館２階書架の床固定が終了した。しかし、地下書庫の整理が進まないため、 
応援を依頼。５月中の休日開館は行わず、平日のみ開館。（9:00～17:00） 

 

Ｈ２８.５.１６（月） 

【総務（対策チーム会議第 16回記録）】  

・ 運営状況の確認及び今後の対応について検討。 
 地下書庫の開館スケジュールについて打合せ。5/23（月）を目処に図書の整理（再配

架）を行うこととし、館長の判断を仰ぐ。 
 

Ｈ２８.５.１９（木） 

【総務（対策チーム会議第 17回記録）】 

・ 運営状況の確認及び今後の対応について検討し、災害対策本部へ報告【別添資料５】 
① 時系列に写真その他の資料を活用し記録を整理する。 
② 中央館は、6/1（水）から通常開館（～22:00） 
③ 医学部分館は、6/20（月）から通常開館（～21:00）、当面 24 時間利用は禁止。 

 

Ｈ２８.５.２０（金） 

【総務（対策チーム会議第 18回記録）】 

・ 医学系分館復旧作業への応援について調整。 
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【Ⅲ－３．総務担当】 

Ｈ２８.５.２６（木） 

【総務（対策チーム会議第 19回記録）】 

・ 運営状況の確認及び 6/1（水）からの対応について検討。 
① 通常開館に向けて作業の確認。 
② ヘルメットは当面そのまま設置。 

 
Ｈ２８.５.３０（月） 

【総務（対策チーム会議第 20回記録）】 

・ 復旧作業の進捗状況確認と６月以降の作業計画について確認。 
 

Ｈ２８.６.２（木） 

【総務（対策チーム会議第 21回記録）】 

・ 復旧作業の進捗状況報告と６月以降の作業計画について確認。 
 
Ｈ２８.６.３（金） 

・ 災害対策本部へ復旧対応報告【別添資料６】 
 

 
（事務室のホワイトボード） 
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資料１

緊急度 いつまでに 何をするのか

人的被害の確認

学生の安否確認 短期 －

学業への影響の確認 短期～中期 －

学生支援 中期 －

教育職員の安否確認 短期 －

職務専念への影響の確認 短期～中期 確認済

被害状況の全容把握
（教育関係）

教育業務再開時期 短期 未定 1階部分（ラーニングコモンズ）の開館時期の検討（但し、中央館のみ）

教育に支障がある被害の有無 短期 4月22日 被災状況の確認

代替措置の有無（「有」の場合は、具体的に記載） 短期 4月22日 なし

至急財政措置が必要な事項 短期 4月22日 事項の洗い出し（書架等）

中長期的に財政措置が必要な事項 中期 5月13日 事項の洗い出し

通常業務に戻る上で、隘路となっているものの洗い出し 短期～中期 5月13日 事項の洗い出し

被害総額の把握 短期～中期

（研究関係）

研究に支障がある被害の有無 短期 －

代替措置の有無（「有」の場合は、具体的に記載） 短期～中期 －

至急財政措置が必要な事項 短期 －

中長期的に財政措置が必要な事項 中期 －

通常業務に戻る上で、隘路となっているものの洗い出し 短期～中期 －

被害総額の把握 短期～中期 －

復旧財源の確認・自己財源で復旧が必要な事項の洗い出し 短期～中期

地域復興に大学ができること

チャンネルの確認・情報集約 短期 －

医療支援、メンタルケア（熊本県・熊本市等、自治体と協議） 短期～中期 －

減災センター及び政創研の研究者からヒアリング 短期～中期 －

一時避難場所の維持

維持期限 短期 －

維持体制 短期 －

学生ボランティア 中期
活動中の事故などに備えたボランティア保険の加入について検討
「自己責任」が基本

長期化した場合 中期 －

◎本学が通常業務を取り戻すことを最優先事項とし、不要不急の業務を停止
※短期：遅くとも4/22まで、中期：5/13まで

図書館チーム復旧に必要な検討事項の洗い出し

【Ⅲ－３．総務担当】
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資料２

緊急度 いつまでに 何をするのか

人的被害の確認

学生の安否確認 短期 －

学業への影響の確認 短期～中期 －

学生支援 中期 －

教育職員の安否確認 短期 －

職務専念への影響の確認 短期～中期 確認済

被害状況の全容把握
（教育関係）

教育業務再開時期 短期 未定

1階部分（ラーニングコモンズ）の片付等終了。本学学生の自主学習の場として
ラーニングコモンズを利用していただく。その準備（委託業者との打合せ、HP
での周知、立入禁止場所の掲示等）を行うとともに、執行部に意向（開始日等）
を確認する。学生ボランティア受入は、ボランティア保険加入を条件とすること
を確認。また、交通費等を考慮し、県内在住の者としたい。

教育に支障がある被害の有無 短期 4月22日
中央館：施設部の建物調査済
医学系分館：応急危険度判定（要注意）
薬学部分館：特に問題等指摘なし

代替措置の有無（「有」の場合は、具体的に記載） 短期 4月22日 なし

至急財政措置が必要な事項 短期 4月22日 医学系分館の転倒書架の移動

中長期的に財政措置が必要な事項 中期 5月13日 事項の洗い出し

通常業務に戻る上で、隘路となっているものの洗い出し 短期～中期 5月13日 事項の洗い出し

被害総額の把握 短期～中期

（研究関係）

研究に支障がある被害の有無 短期 －

代替措置の有無（「有」の場合は、具体的に記載） 短期～中期 －

至急財政措置が必要な事項 短期 －

中長期的に財政措置が必要な事項 中期 －

通常業務に戻る上で、隘路となっているものの洗い出し 短期～中期 －

被害総額の把握 短期～中期 －

復旧財源の確認・自己財源で復旧が必要な事項の洗い出し 短期～中期

地域復興に大学ができること

チャンネルの確認・情報集約 短期 －

医療支援、メンタルケア（熊本県・熊本市等、自治体と協議） 短期～中期 －

減災センター及び政創研の研究者からヒアリング 短期～中期 －

一時避難場所の維持

維持期限 短期 －

維持体制 短期 －

学生ボランティア 中期 －

長期化した場合 中期 －

◎本学が通常業務を取り戻すことを最優先事項とし、不要不急の業務を停止
※短期：遅くとも4/22まで、中期：5/13まで

図書館チーム復旧に必要な検討事項の洗い出し

【Ⅲ－３．総務担当】
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資料３

緊急度 いつまでに 何をするのか

人的被害の確認

学生の安否確認 短期 －

学業への影響の確認 短期～中期 －

学生支援 中期 －

教育職員の安否確認 短期 －

職務専念への影響の確認 短期～中期 確認済

被害状況の全容把握
（教育関係）

教育業務再開時期 短期 5月9日

中央館1階部分（ラーニングコモンズ）を、５月２～８日にかけて、本学学生の
自主学習の場として開放（12:00～18:00）。なお、休日の来館者数は、３日：５
６人、４日：１０６人、５日：１１８人。中央館の教職員及び一般利用開始日
は、５月９日。利用時間は8:40～18:00とする。ラーニングコモンズ、南棟１階、
多目的ラウンジを利用。2階部分は、図書整理中であり、立ち入りを認めない。

教育に支障がある被害の有無 短期 4月22日
中央館：施設部の建物調査済
医学系分館：応急危険度判定（要注意）
薬学部分館：特に問題等指摘なし

代替措置の有無（「有」の場合は、具体的に記載） 短期 4月22日 なし

至急財政措置が必要な事項 短期 4月22日 医学系分館の転倒書架の移動

中長期的に財政措置が必要な事項 中期 5月13日 事項の洗い出し

通常業務に戻る上で、隘路となっているものの洗い出し 短期～中期 5月13日 事項の洗い出し

被害総額の把握 短期～中期

（研究関係）

研究に支障がある被害の有無 短期 －

代替措置の有無（「有」の場合は、具体的に記載） 短期～中期 －

至急財政措置が必要な事項 短期 －

中長期的に財政措置が必要な事項 中期 －

通常業務に戻る上で、隘路となっているものの洗い出し 短期～中期 －

被害総額の把握 短期～中期 －

復旧財源の確認・自己財源で復旧が必要な事項の洗い出し 短期～中期

地域復興に大学ができること

チャンネルの確認・情報集約 短期 －

医療支援、メンタルケア（熊本県・熊本市等、自治体と協議） 短期～中期 －

減災センター及び政創研の研究者からヒアリング 短期～中期 －

一時避難場所の維持

維持期限 短期 －

維持体制 短期 －

学生ボランティア 中期 －

長期化した場合 中期 －

◎本学が通常業務を取り戻すことを最優先事項とし、不要不急の業務を停止
※短期：遅くとも4/22まで、中期：5/13まで

図書館チーム復旧に必要な検討事項の洗い出し

【Ⅲ－３．総務担当】

43



資
料

４

事
項

課
題

（
震

災
復

旧
に

向
け

て
取

り
組

む
べ

き
事

項
）

完
了

予
定

時
期

部
局

対
応

/
対

策
本

部
へ

要
請

備
考

教
育

・
研

究
図

書
館

サ
ー

ビ
ス

の
再

開
H

29
.3

ま
で

4/
19

 
貸

出
図

書
の

返
却

期
限

日
変

更
（

5/
9へ

）
   

   
  他

大
学

か
ら

の
図

書
館

サ
ー

ビ
ス

提
供

を
H

Pで
周

知
広

報
4/

21
 

学
生

支
援

部
か

ら
学

修
環

境
の

場
と

し
て

中
央

館
1階

の
開

放
依

頼
5/

2 
中

央
館

1階
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

を
本

学
学

生
に

限
定

し
て

開
放

5/
9 

 【
中

央
館

】
 

部
分

開
館

（
平

日
8:

40
～

18
:0

0、
 

 
土

日
11

:0
0～

18
:0

0）
 

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ
、

南
棟

1階
、

多
目

的
ラ

ウ
ン

ジ
 

【
薬

学
部

分
館

】
 

部
分

開
館

（
平

日
9:

00
～

17
:0

0）
 

1階
書

庫
は

立
入

禁
止

5/
10

 
【

中
央

館
】

 
2階

閲
覧

室
（

一
部

立
入

禁
止

有
）

開
放

 
【

医
学

系
分

館
】

 
部

分
開

館
（

平
日

9:
00

～
17

:0
0）

 
 

1階
及

び
2階

の
書

架
、

地
下

書
庫

は
立

入
禁

止
5/

11
 

熊
本

学
園

大
学

生
へ

の
本

学
図

書
館

サ
ー

ビ
ス

支
援

開
始

30
％

未
満

部
局

対
応

教
育

・
研

究
書

架
・

書
庫

の
補

修
及

び
安

全
対

策
H

30
.3

ま
で

4/
20

 【
中

央
館

】
2階

書
架

 
業

者
修

理
（

日
本

フ
ァ

イ
リ

ン
グ

）
5/

6 
  【

医
学

系
分

館
】

1階
倒

壊
書

架
の

解
体

仮
置

き
（

金
剛

）
5/

11
 【

中
央

館
】

2階
書

架
 

業
者

技
術

ス
タ

ッ
フ

（
日

本
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
）

に
よ

る
再

点
検

 【
医

学
系

分
館

】
電

動
集

密
書

架
の

点
検

（
金

剛
）

30
％

未
満

部
局

対
応

図
書
館
チ
ー
ム
年
度
内
震
災
復
旧
対
応

最
終

検
討

日
：

進
捗

状
況

【Ⅲ－３．総務担当】
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【Ⅲ－4．図書担当】 

４．図 書 担 当 

Ｈ２８.４.１４（木） 

（Ｂ係長）

・21:50 中央館へ到着。委託スタッフから利用者の避難は終了した旨を聞く。委託スタッ

フへ通常時間より早いが利用者玄関を施錠するよう伝える。

・22:00 Ｅ係長、Ｏ係員から状況を聞き、テレビ等で情報を得ながら待機。

・22:30 図書担当スタッフの安否を確認し、図書館内で待機。

Ｈ２８.４.１５（金） 

（Ｂ係長）

・ 7:30 出勤し館内の状態を確認。

・10:00 作業を開始し、落下図書を復旧。

・16:00 復旧作業が終了した後、通常の継続図書受入業務を実施。

（Ｊ係員）

・ 大学休講に伴い、ベーシック授業が延期。

・ 法学部より研究室図書の送付あり。

Ｈ２８.４.１６（土） 

（Ｂ係長）

・午前中 図書担当係員の安否を確認。

（Ｊ係員）

・10時頃 係長からの安否確認に回答。

Ｈ２８.４.１８（月） 

・ 8:00 清掃業者が来館したが、館内状況から掃除は辞退し、ごみ収集のみ依頼。

・ 新聞カフェの担当教員が来館したが、休館ということで退館。余分の新聞の処分を依頼

される。

・ 通常取引のある書店 3 社から、各々の業務状況の電話連絡または来館あり。 
・ 学部事務から研究室図書は通常どおり送付可能と連絡あり。

Ｈ２８.４.１９（火） 

・ 7:45 清掃業者が来館したので、館内の通常清掃業務のうち、ゴミ集め、事務室トイレ

掃除のみ依頼。

・10:00 全体作業を開始。落下図書の整理。
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【Ⅲ－4．図書担当】 

Ｈ２８.４.２０（水） 

・ 9:00 ミーティングで状況報告・作業確認を行い、研究室からの返却図書の取り扱いに

ついて、研究室への連絡が必要であることを確認。 
・10:00 全体作業に従事。文庫・新書棚の復旧及び紐かけと「新建築」製本雑誌の復旧を

担当。 
・ 図書担当２名（Ｊ係員、Ｋ係員）が医学系分館へ応援に行き書架にビニール紐を結ぶ作

業を実施。 
 
Ｈ２８.４.２１（木） 

・ 7:30 清掃業者に、可能なところから掃除してほしいと依頼。 
・10:00 全体作業に従事。 
・ 図書担当１名（Ｎ係員）が医学系分館へ作業の応援に行く。 
・ 研究室からの返却図書について、（案）を作成。 
 

Ｈ２８.４.２５（月） 
・ 7:00 清掃業者に２階の机拭きの清掃業務について依頼。 
・10:00 全体作業開始、引き続き、床の図書を分類番号順に並べる。 
・12:00 学内の避難場所（体育館）へ炊き出し（経営企画本部からのメールより）の食事

に行くも準備中。 
・14:10 被災が激しかった地域の取引書店が来館し納品。しばらくは外商のみとのこと。 
・16:30 研究室返却図書について、課長・副課長・雑誌担当係長と打ち合わせを実施。利

用できなくなった図書のみリストをつけて返却可能とする。 
 
Ｈ２８.４.２６（火） 
・ シラバス掲載図書を受入。 
 
Ｈ２８.４.２７（水） 

・ 「地震後の整理に伴う図書館資料の返却について」（通知）の原議書を作成。 
・ 以降、シラバス掲載図書の発注受入業務を実施。 
 
Ｈ２８.４.２８（木） 
・ 「地震後の整理に伴う図書館資料の返却について」（通知）を教職員宛にメールで通知。 
                          

 

 

 

48



【Ⅲ－4．図書担当】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館資料の返却について（通知） 

 

Ｈ２８.５.３（火） 

・ Ｊ係員休日出勤。 
・ ２階の見回りをし本の落下等がないことを確認。 
・ 雨のため利用者は少なく、ピーク時で 20 人ほどが利用。小さな余震はあったが、トラ

ブルもなく定刻に閉館。退館時の見回りでも異状なし。 
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【Ⅲ－4．図書担当】 

Ｈ２８.５.６（金） 

・14:00 工学部マテリアル工学科で

被災資料を確認。水濡れ被害の図書

は、100冊程度との情報があり返却

される予定。 

 
 
 
 
                                              マテリアル工学科の被災図書(1) 

 
 
 

             

 

 

 

 

 

             マテリアル工学科の被災図書(2) 

 

Ｈ２８.５.１７（火） 

・ 9:40 全体作業として書庫の電動集密書架の図書を押し込む作業に従事。 
・13:00 マテリアル工学科から汚損（カビ）図書 62 冊の返却あり。図書番号・奥付の写真

をとり、袋詰めしてダンボールに入れガムテープで封をして、地下の廊下に積む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   マテリアル工学科の被災図書(3)             マテリアル工学科の被災図書(4) 
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【Ⅲ－５.雑誌担当】 

 ５．雑 誌 担 当 

 
Ｈ２８.４.１４（木） 

（Ｃ係長） 
・ 自宅マンションにて被災。 
・ 直後に係内職員の安否を確認。Ｏ係員とＰ係員の無事は確認できたがＱ係員の安否は 

確認できず。 
・ Ｏ係員が図書館に出勤したことを確認。 
・ 係内職員の安否等について、現状を副課長に報告。 
（Ｏ係員） 
・ 帰宅後すぐに被災。地震の情報を確認しつつ 

図書館へ引き返す。 
・ 図書館に到着し、Ｅ係長、委託スタッフと 

館内を見回る。２階では落下図書が散乱して 
いるものの、建物への目立った損傷は見当た 
らず。各所の作動した防火扉を元に戻して、 
館内を巡回しながら被災状況の写真を撮影。 

・ Ｃ係長から電話があり、緊急連絡網に従って、 
Ｐ係員に電話。Ｑ係員にはこの日は繋がらず。 

・ その後、館内に残された学生はいないかを確認。 
・ 地下のポンプ室から警告音が鳴りエラーが表示されていたので、警備員と状況を確認し 

て音を停止。警備員よりエアー漏れの可能性を指摘されたため、明日以降にポンプの設置

業者へ連絡することを検討。 
 
Ｈ２８.４.１５（金） 
（Ｃ係長） 
・ 自宅の立体駐車場の破損により、自家用車が使用できないため、公共交通機関を使用し、 

託児後出勤。 
・ 出勤後、館内の全体復旧作業にとりかかり、落下図書の再配架作業に従事。すべて再配 

架し終えた後、余震対策のため図書を背板につくくらい書架の奥に押し込む。 
・ 地下書庫電動書架の動作点検を実施。電源は入るがエラー表示となり作動しないものや、 

停止時に電動書架同士で衝突していると思われるものを確認。 
・ 地下書庫電動書架の技術担当者が午後から来館し、動作しなくなった電動書架の修理点 

検を依頼。通路間に落下しているブックエンドを取り除いた後、動作を確認。一部の書架 
ではモーターが空回りして動かなくなったり、異物を検知して作動しなくなったりして 
いるようであったが、修理点検の結果、15 時以降に全て正常に作動を確認。 

落下図書（２階大型本書架） 
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【Ⅲ－５.雑誌担当】 

（Ｏ係員） 
・ 地震後対応のため早めに出勤。 
・ 全教職員宛メールで体育館での避難者対応 
について協力依頼の連絡があったので、体 
育館に様子を見に行くが、７時の時点では至 
急の用件がなく館内に引き返す。 

・ ７時から８時まで、昨日に続いて館内の被災 
状況写真を撮影。 

・ ８時半すぎに図書館周囲の外装ガラスの状況 
をＤ係長と目視で確認。特に異常は確認で 
きず。 

・ ９時ごろに出勤していた職員全体での簡易ミーティング時に、昨晩のポンプ室のエラー 
音のことなど、自身が把握している館内の被災状況などをＡ係長に報告。ポンプ室につい 
ては８時にポンプの設置業者に電話したが、本日すぐには対応できないと返事を受けた。 

・ 午前中にＤ係長と旧館の様子を確認。建物への目立った損傷は確認できず、落下図書も 
数十冊程度であったため、それらを２人で書架に戻して作業を終了。 

・ その後は館内の復旧作業に従事。 
 
Ｈ２８.４.１６（土） 

（Ｃ係長） 
・ 本震後、速やかにメールで雑誌担当職員の安否を確認。Ｑ係員の無事が確認できたが、 
Ｏ係員とＰ係員の安否は確認できず。 

・ ３時前に雑誌担当における安否状況を副課長に報告。 
・ ８時半までに雑誌担当職員全員が無事であることを確認し、副課長に報告。 
・ その後は自宅待機。 
（Ｏ係員） 
・ 本震後、体育館とグラウンドに行き、既に参集されていた総務課職員に加わって「グラ 

ウンドへの避難案内」「お年寄り、子供、怪我・病人を体育館内へ案内」「市役所での支援 
物資の受け取り」などの各避難者対応に従事。 

・ 朝になり、現場の職員から避難者の受け入れ先確保のために図書館は使用可能かという

話があったので課長へ連絡し、速やかに災害対策本部と連絡調整の上判断される旨確認

して回答。 
・ 避難所者対応では学生ボランティアが頑張っており、職員も彼らと連携し対応を続けて 
いたが、支援物資の配給などいくつかの面で意見集約に手間取っている印象を受ける。 

・ 10 時過ぎ、稲葉永青文庫センター長が中央館に来館。稲葉センター長、Ｅ係長、自身の 
３人で貴重書庫の被災状況を確認。 

前震時に作動した落下防止バー（２階書架） 
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【Ⅲ－５.雑誌担当】 

・ その後、中央館内部の写真を撮影。資料の 
落下が多数。建物への損傷も多く見られたが、 
甚大なものは確認できず。 

・ 12 時頃に課長と副課長が中央館に到着した 
ため、自身が把握している状況を報告。３人 
で再度館内の見回りを実施。 

・ この日は館内で寝泊り。 
 
Ｈ２８.４.１８（月） 
・ 出勤後、地震による被災状況の整理と報告。 
・ 4/16（土）の時点で確認していなかった南 

棟地下の写真を撮影。 
・ 地下書庫を再度見回った際、前日までには 

見つからなかったクラック等の損傷を新たに 
発見。 

・ Ｏ係員は全体作業を行いつつ、作業の様子を 
撮影。 

・ 16 時頃に全体ミーティングが行われ、課長 
より報告と指示を受ける。その主な内容は、 
今回の地震による被災状況の確認と、復旧作業 
においては図書館課を１つのチームとし今後 
しばらくの間は課長、副課長、各係長でミー 
ティングを毎日実施すること。 

 
Ｈ２８.４.１９（火） 
・ Ｄ係長とＯ係員で、旧館の状況を確認。 

４～５階にある図書がひどく散乱しており、 
中央館２階と同じような落下状況に見える。 
この時は作業を行わず状況確認のみ行う。 

・ 教育学部の教員から被災した研究室所蔵 
雑誌の処分について相談を受け、Ｃ係長と 
Ｏ係員の２人で研究室を直接訪ねて対応。 

・ 所蔵資料の被災状況確認のため文学部 
図書室を訪問。担当者から、当面の間は 
文献複写や各種照会に応じることが困難 
であるという報告を受ける。その後に法学部図書室にも立ち寄ったが、この時は担当者不 

落下した新聞縮刷版（南棟１階） 

落下図書（南棟地下１階） 

落下図書（旧館４階） 

53



【Ⅲ－５.雑誌担当】 

在で状況確認できず。 
・ 各研究室での復旧作業に伴い、図書館が管理する雑誌が未連絡のまま処分される恐れが 

あるため、図書館が管理する資料を処分する際に必要な手続きに関する全教職員宛通知 
を検討。 

 
Ｈ２８.４.２０（水） 
・ Ｃ係長は子どもの養護のため自宅待機。 
・ 課長から今後の報告のために作業記録を 
各自（各担当）で細かく取っておくように 
との全図書館職員宛の指示を受ける。 

・ Ｏ係員が復旧作業の進捗記録のため、毎日 
の作業の様子を撮影し、それらを図書館共有 
フォルダに保存するよう指示を受ける。 

・ 昨日に引き続き部長、課長、Ｅ係長、Ｄ係 
長、Ｏ係員で旧館に行き被災状況を撮影。 

・ 午後はＤ係長、Ｉ係員、Ｏ係員の３人で 
南棟の新聞縮刷版の片付け作業に従事。 

 
Ｈ２８.４.２１（木） 

・ Ｃ係長は子どもの養護のため自宅待機。 
・ 昨日に引き続き、全体作業に従事。 
・ 被災資料処分手続きに関する全教職員宛通知についてＢ係長と検討。 
・ Ｐ係員とＱ係員は医学系分館で、散乱している製本雑誌の平積み作業の応援。何度も余 

震があり、その都度棚から離れつつ作業に従事。 
 
Ｈ２８.４.２２（金） 

・ 地下書庫電動書架の動作を本震後に初めて確認。一部の書架で側板が外れていたため、 
それを取り付け後に電源投入したが、安全バーのエラーが表示され作動せず。その他、停 
止時に異音が発生する電動書架があるが、そちらは動作に問題ない様子。 

・ １階雑誌コーナーの落下雑誌約 50 タイトルを書架に再配架。 
 
Ｈ２８.４.２５（月） 
・ 課長、副課長、Ｂ係長と被災資料処分手続きに関する全教職員宛通知について検討。 
 
Ｈ２８.４.２６（火） 
・ 法学部図書室の担当者より、雑誌の廃棄について相談を受ける。雑誌担当からは、 

クラック（旧館１階） 

作業後の新聞縮刷版（南棟１階） 
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【Ⅲ－５.雑誌担当】 

① 製本されていないこと 
② 何年度分まで捨てるか、または廃棄リストを作成して報告すること 
③ スクラップ等が済んだら確実に廃棄をすること 
を条件に出して、そちらで処分して構わないと回答。なお、複数の教員が同様に雑誌の廃

棄を検討していると報告を受ける。 
・ 被災資料処分手続きに関する全教職員宛通知の文章案を作成。 
 

Ｈ２８.４.２７（水） 
・ 以降の日は、特に記載するものの他は全体作業に従事。 
 
Ｈ２８.５.６（金） 

・ Ｂ係長と工学部マテリアル工学科へ訪問し、そこで所蔵する被災資料を視察。水濡れ及 
 びカビが発生した雑誌を確認し、その発生状況を撮影。 
・ 日経ＢＰ記事検索データベース購読料金に関して、熊本地震復興支援として値引きを行 

うとの連絡を受ける。 
 
Ｈ２８.５.１１（水） 

・ Ｂ係長と工学部マテリアル工学科へ訪問し、5/6（金）に確認した被災資料を引き取り。 
引き取った被災資料は、中央館職員通用口付近で状態を確認。 

・ 震災の影響か、一部書店の納品が滞り始める。督促の頻度を通常より多くすることを確 
認。 

 

Ｈ２８.５.１２（木） 
・ 午前中に、課長、Ｃ係長、Ｏ係員の３人で、 

前日から続く激しい雨による旧館の水漏れ 
状況を確認。目立った水漏れは確認できない 
が、３階床の一部が若干沈んでいるように見 
えたため、その様子を撮影。 

・ 工学部マテリアル工学科から引き取った 
被災資料について、現物を確認しながら廃棄 
リストを作成。被災資料のうち廃棄予定図書 

は、登録番号確認のため写真を撮影。 
 

Ｈ２８.５.１３（金） 

・ 政策創造研究教育センターから、被災雑誌の処分と増刊号の中止（不要）の連絡を受け 
る。法学部図書室からも同様の質問があり、それぞれ対応。 

沈んだように見える床（旧館３階） 
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【Ⅲ－５.雑誌担当】 

・ 北書庫のハンドル式書架が動作しないことを確認し、技術担当者へ調整を依頼。 
 
Ｈ２８.５.１７（火） 
・ 地下書庫の雑誌「新建築」を一時的に南棟書架へ移動して配架。 
・ 技術担当者による地下書庫電動書架の安全点検に立会う。点検後、利用には問題ないと 
報告を受けるが、停止時に衝突音が発生する外国雑誌コーナーの電動書架については、後 
日の修理作業を依頼。この他、地下１階で常時開いた状態の電動書架を発見し、こちらも 
同じく対応を依頼。 

 
Ｈ２８.５.２３（月） 

・ 地下書庫電動書架のうち、地下２階高層集密点電動書架の安全点検に立ち会う。利用に

は問題ないと報告を受ける。大学紀要コーナーの電動書架では、モーター駆動系エラーが

稀に発生することを確認。その他、書架の動き出しが遅いように感じられる。北書庫の動

かないハンドル式書架については、ストッパーが作動しているように推測されるため部

品交換が必要だと報告を受ける。 
 
Ｈ２８.５.２５（水） 
・ 地下書庫電動書架のうち、停止時に衝突音が発生する外国雑誌コーナーの電動書架と、 
地下１階の常時開いた状態の電動書架について、技術担当者による修理作業が行われ、不 
具合が解消されたと報告を受ける。 

・ 医学系分館の書庫が一時的に利用出来ないことから、医学系雑誌の電子ジャーナル「メ 
ディカルファインダー」のトライアルを申し込む。 

 
Ｈ２８.５.３０（月） 
・ 電子ジャーナル「メディカルファインダー」のトライアルが開始されたため、全教職員 

宛に通知。熊本地震復興支援として、３ヶ月の長期トライアルとなった。 
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【Ⅲ－６．電子情報担当】 

 ６．電子情報担当 

 
Ｈ２８.４.１４（木） 

・21:26 前震発生。 

・前震発生後 各自、自宅待機。 

・22:44 副課長から担当係長へ安否確認の電話。安全であることを伝える。 

・22:48 緊急連絡網（電話）により、担当係長から所属係員の安全を確認。 

 

Ｈ２８.４.１５（金） 

・ 図書館中央館内のサーバ及び PCに転倒等のないことを確認の後、総合情報統括センタ

ーに状況を報告。 

 
Ｈ２８.４.１６（土） 

・ 1:25 本震発生。 

・本震発生後 各自、自宅待機。 

・12:12 課長から担当係長へ安否確認の電話。安全であることを伝える。 

・12:36 緊急連絡網（電話）により、担当係長から所属係員の安全を確認。 

 

Ｈ２８.４.１８（月） 

・ サーバ及び PCに係る地震の影響は次のとおり。 

 ▽ サーバ室 

総合情報統括センター設置のルータラックが 10cm程横に移動したことのほか室内に

異状なし。サーバは，復電後に自動起動。起動後、正常に稼動。 

 ▽ 事務室及びカウンターの PC、プリンター 

機器に異常なし。 

 ▽ 学生用 PC、プリンター 

   １階：ディスプレイ 48台中 13台転倒。 

   ２階：ディスプレイ 40台中 24台転倒。 

・ 全体作業に従事。合間に１階 PCコーナーを

清掃。 

 

Ｈ２８.４.１９（火） 

・ 全体作業に従事。合間に１階 PCコーナー及び２階 PCルームを清掃。 

 
Ｈ２８.４.２０（水） 

・ 全体作業に従事。合間に２階 PCルームを清掃。 

転倒したディスプレイ（２階 PC ルーム） 
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【Ⅲ－６．電子情報担当】 

 
Ｈ２８.４.２１（木） 

・ 全体作業に従事。合間に１階 PCの動作確認。 

 
Ｈ２８.４.２２（金） 

・ 全体作業に従事。合間に２階 PCの動作確認。 

・ 総合情報統括センターに PC 等の状況を報告。 

 ▽ ディスプレイの転倒によると思われるキー

ボードの足の破損 

   １階：１台。 

 ２階：４台。 

 ▽ ディスプレイの転倒によると思われるディ

スプレイの不具合 

   ２階：１台（白く発色するのみ）。 

 

Ｈ２８.４.２５（月） 

・ 以降の日は、特に記載するものの他は全体作業に従事。 

 

Ｈ２８.４.２７（水） 
・ 総合情報統括センターから派遣された富士通担当者による 22日報告に係る機器、部品

の交換。 

・ これをもって、電子情報担当部分はほぼ震災前の状態に復旧。以降は全体作業に従事。 

白く発色するのみのディスプレイ 

（２階 PCルーム） 
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【Ⅲ－７．利用支援担当】 

７.利用支援担当 

 

Ｈ２８.４.１４（木） 

（Ｅ係長） 

・21:40 前震発生後に中央館へ到着し、委託スタッフ２名から話を聞く。概ね次のとおり。

地震発生時、カウンター上の防煙ガラスが波打って見えて恐怖を感じた。学生達は様々

な反応を見せた。防御姿勢をとる人、立ちつくす人、何事もないかのように過ごす人な

ど。１回目の巡回で「怪我はないですか？避難する準備を始めてください。」と声をかけ、

全員の無事を確認。２回目の巡回で「危険なので、館外へ避難してください。」と誘導。

一部には勉強をやめない学生もいたが退館を依頼。館内放送も使って誘導。退館時に、

落下図書を書架へ戻そうとする人もいたので、そのままにして避難するよう伝えた。大

きな混乱もなく皆落ち着いて退館。 

・ 職員の安否確認を開始。 

・ 警備員による電気・ガスの点検（警報音あり）あり。 

・ 23時台に職員は全員退館し施錠。 

（Ｒ係員） 

・ 自宅にて被災。 

・ Ｅ係長からの安否確認後に Yahoo リアルタイム検索を行い、学生が Twitter に公開し

たと思われる前震後の中央館内部の写真を２枚確認。学生団体が運営している Twitter

アカウントを通じて、翌日の休講や大学グラウンドに避難者が集まっていることを確認。 

 
Ｈ２８.４.１５（金） 

（Ｅ係長） 

・7:00 図書館 HP のお知らせに全館臨時休

館する旨を掲載。保育園休園のため自宅待

機中のＲ係員が自宅から更新。 

・ 出勤できた職員で館内の点検と全体作業

を実施。落下図書を書架へ戻す作業を行

い、全て完了。 

・ 熊本県立美術館に貸出中の永青文庫資料

について被害なしと先方から電話連絡。 

・ 熊本県文化課から中央館に所蔵している文化財について電話による問合わせがあり、

被害なしと報告。 

・ 公益財団法人永青文庫に電話で寄託資料について被害なしと報告。 

・12:58、13:04 図書館 TAに 4/15（金）の臨時休館と業務の休止をメール連絡。 

・16:53 利用支援担当全員に 4/16（土）･17（日）の臨時休館をメール連絡。 
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【Ⅲ－７．利用支援担当】 

・16:53 文学部図書室から地震被害のため 1週間程度休室する旨のメール連絡。 

・18:06 4/18（月）からラーニングコモンズで開始予定だった「しんぶんカフェ in熊大」

の担当Ｋ講師に図書館の状況をメール連絡。 

・20:46 学生支援部学務課から、4/18（月）から授業再開についてメール連絡。強い余震

が起こった場合は再び休校措置がとられ、4/17（日）14時、22時及び 4/18（月）6時に

熊本大学 HP に状況に応じて掲載とのこと。 

・ 4/15（金）および 4/21（木）の３・４・５限に図書館職員が講師となり教養教育科目

ベーシック「図書館活用法」の第 1 タームの授業を６コマ実施予定だったが、休講とな

った。 

 
Ｈ２８.４.１６（土） 

（Ｅ係長） 

・ 自宅待機中のＲ係員から自宅停電のため 

図書館 HPの更新作業不可とメール連絡。 

・11:00 稲葉永青文庫研究センター長、Ｅ係長、

Ｏ係員の 3 名で貴重書庫を点検。貴重書庫内

にほぼ影響はなく、貴重資料の被害なし。 

・12:28 係員へ安否確認メール送信。中央館の

状況を連絡。 

・17:20 学生支援部学務課から、4/19（火）ま

での臨時休講についてメール連絡。4/20（水）

以降の状況については、18、19 日の 18 時の

時点で熊本大学 HPに掲載予定。 

・17:41 係員へ 4/18（月）の臨時休館についてメール連絡。 

・17:58 「しんぶんカフェ in 熊大」担当Ｋ講師、政策創造教育研究センターＨスタッフ

に 4/18（月）臨時休館についてメール連絡。 

・18:18 公益財団法人永青文庫のＡ氏に寄託資料について被害なしと報告。 

 

 

Ｈ２８.４.１７（日） 

（Ｅ係長） 

・ O 係員と共に中央館内の点検を行い、その後帰宅。 

・18:54 学生支援部学務課から 4/18（月）～22（金）の臨時休講についてメール連絡。 
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【Ⅲ－７．利用支援担当】 

Ｈ２８.４.１８（月） 

（Ｅ係長） 

・ 出勤できた職員で館内の点検と全体作業を実施。余

震の恐れがあるなか、一度に落下図書を書架に戻す

ことができない状態であり、まずは通路確保のため

２階から順に床に図書を左右に分けて平積みした。

この日は２階書架の３割ほどの図書を平積みでき

た。 

・ ２階書架は基本的に７段で構成されており、上から

２段目までの棚に書籍落下防止装置を設置していた。

装置が正常に作動した棚では図書の落下が抑制されて

いる箇所があった。揺れの方向と棚の向き、配架され

ている図書の形状・量によって落ち方は様々だった。 

・ 図書の奥行の都合で背当り板を外していた棚の図書

は反対側の通路に落下していた。 

・ 2016 年２月以前は一般的な大きさの図書と大型本を

混配しており、背が高い図書が横向きに配架され、書

籍落下防止装置が正常に作動しない状態になっていた。

３月に大型本を書架から抜き出し別置する作業を行っ

ていた。 

・ 別置した大型本コーナーの棚板は奥行 18cm だった。

大型本が多数落下し、棚板が変形した箇所があった。 

・ ２限に社会文化科学研究科の教員から２階 PCルーム

利用の予約が入っていたが、地震による休講のため開

催を延期。授業再開後の 5/30（月）に改めて利用。 

・10:11 図書館 TA に 4/18（月）・19（火）の臨時休館

と業務の休止をメール連絡。4/20（水）以降の開館状況

については決まり次第連絡することを伝えた。 

・12:23 「しんぶんカフェ in 熊大」の担当Ｋ講師から臨時休館について承知した旨メー

ル連絡。 

・13:18 国立情報学研究所学術基盤推進部学術コンテンツ課からのメールが医学系分館か

ら転送される。ILL 受付ステータスの変更についての照会。中央館・医学系分館・薬学部

分館の受付ステータスをＮに変更し、当面の間、受付業務を停止する旨返信。 

・15:03 ネットアドバンス（株）から、「Japan Knowledge 熊本地区緊急学習支援アカウン

ト」についての連絡があり、一時的に 10ユーザーが利用可能となった。 
・15:30 熊本県立美術館から国指定重要文化財について電話による問合わせがあり、被害

図書を通路の左右に分けた 

２階閲覧室 図書落下の様子 
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【Ⅲ－７．利用支援担当】 

なしと報告。 

・19:48 学生支援部学務課から 5/6（金）までの休講と 5/9（月）からの授業再開が通知

される。 

 
Ｈ２８.４.１９（火） 

・ 全体作業に従事。昨日に引き続き、２階

閲覧室図書の平積み作業。地下書庫も含め、

中央館の落下図書の平積み作業がほぼ完

了。 

・ １階ロビー展示で使用していたアクリル

製の棚のうち、破損したものを廃棄。 

・13:27 図書館 HPに「図書館サービス支援

の輪が広がっています」掲載。支援を表明

した他大学図書館について情報収集。全体

作業の合間に随時更新。熊本大学公式 HPの平成 28年熊本地震関連情報から図書館 HPへ

リンク。4/21（木）以降は国立大学図書館協会事務局に引き継いだ。 

・14:54 図書館 HP に「地震に伴う貸出図書の返却期限日変更について」掲載。利用者か

ら貸出図書の返却について問合せが数件きていたことから、返却期限日が 4/15（金）か

ら 5/8（日）までとなっている図書の返却期限日を 5/9（月）に一括変更。後日、貸出中

資料の一部の返却期限日が変更されていなかったことが発覚し、再度更新を行った。 

・15:25 熊本市文化振興課から永青文庫資料について電話による問合わせがあり、被害な

しと報告。 

・18:02 地震発生前にレファレンス質問を受けていた利用者に対し、地震の影響で回答ま

でに時間を要することをメール連絡。 

・ 大学生協が営業を再開しているという連絡があり、休憩時間に出向いた。自宅近くの

スーパーは営業していなかったため、学内で食料を調達することができてよかった。 

 

Ｈ２８.４.２０（水） 

・ 全体作業に従事。書籍の落下防止のため、ビニール紐を書架に結び付ける。２階閲覧

室は文庫・新書コーナーで実施。南棟の新聞縮刷版コーナーでは一番上の棚には資料を

戻さず、２段目以降に資料を戻して紐を結び付けた。 

・ ２階新建築コーナーでは、平積みした資料を巻号ごとに並び替える作業を実施。 

・ 地下書庫での作業は余震を警戒し未実施。 

・13:21 医学系分館から、医学部保健学図書室（九品寺キャンパス）を当面の間閉室とす

る旨メール連絡。 
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【Ⅲ－７．利用支援担当】 

   
２階 文庫・新書コーナー 雑誌「新建築」を平積み   巻ごとにまとめて並べ替え 

 
Ｈ２８.４.２１（木） 

・9:57 国立大学図書館協会事務局から図書館 HP掲載の「図書館サービス支援の輪が広が

っています」について、更新作業を引き継ぐ旨の連絡あり。総務担当から引継ぎを依頼。 

・ 全体作業に従事。通路左右に分けた２階閲覧室の図書を分類番号順に並べ替え、平積

み。２階閲覧室書架全体の棚数と書籍落下防止装置が作動した棚数を調査。 

 
Ｈ２８.４.２２（金） 

・ 全体作業に従事。昨日に引き続き、

通路左右に分けた２階閲覧室の図書

を分類番号順に並べ替え、平積み。平

積みした図書に分類番号を書いたメ

モをつける。 

・ ３限に理学部生物学科向けのゼミ対

象講習会の予約が入っていたが、地震

による休講のため開催を延期。5/27

（金）に改めて実施。 

・ １階ラーニングコモンズに限定した部分開館に向けてタスクリストを作成。開館時間・

利用可能エリア、利用ルールを検討開始。危険箇所を再確認。緊急時に避難の妨げとな

らないよう、床電源の蓋を塞ぐ。 

・ 部分開館に向けての検討を開始したところ、委託スタッフから 4/23（土）・24（日）に

開館する可能性があるのかどうか尋ねられた。通常の土日は委託スタッフのみで開館を

実施していたことから、不安を感じられての質問と推測された。車中泊を続けているス

タッフもいた。当面の間、土日に委託スタッフのみで開館する予定はないことを伝える

と、安堵しておられるようだった。 
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【Ⅲ－７．利用支援担当】 

・ 昼休みにＫ係員から生野菜サラダの提供があった。野菜の調達が難しい時期だったた

め、ありがたかった。 

 

Ｈ２８.４.２５（月） 

・ 全体作業に従事。先週に引き続き、通路左右に分けた２

階閲覧室の図書を分類番号順に並べ替え、平積み。平積み

した図書に分類番号を書いたメモをつける。 

・10:53 化学情報協会から 5/10（火）11（水）に予定して

いた SciFinder講習会について延期の申し出あり。 

・13:55 「しんぶんカフェ in熊大」担当Ｋ講師から図書館

の開館予定についてメールによる照会。通常開館再開の１

週間後からの実施を計画。 

・17:18 貸出図書の延長処理完了。※4/19（火）を参照。 

・ ３限にグローバル教育カレッジ日本語クラス（留学生）

のゼミ対象講習会の予約が入っていたが、地震による休

講のため開催を延期。5/23（月）に改めて実施。 

・ 図書館課の対策チーム会議終了後に当日の全体作業の

段取りを確認していたが、作業の開始時間や休憩時間に

ついて委託スタッフに正確に伝わっていないことがあった。委託スタッフの出勤時間や

シフトに影響を及ぼすため、作業計画の決定・変更については速やかに委託スタッフに

も伝達することを確認した。 

・ 4/26（火）から委託スタッフの出勤時間を繰り下げ、9:00からとすることを確認。 

・ 昼休みに避難所（体育館）の様子を伺いに行った。大学周辺の地図や多言語による注

意書き等の掲示物があり、これらは震災資料になるのではないかと思ったが、この時点

では保存のための呼びかけを行うには至らなかった。避難所閉鎖後に所轄部署（学生支

援部）に掲示物について確認した際には、既に廃棄されていた。 

 

Ｈ２８.４.２６（火） 

・ 全体作業に従事。昨日に引き続き、通路左右に分けた２階閲覧室の図書を分類番号順

に並べ替え、平積み。平積みした図書に分類番号を書いたメモをつける。大型本以外の

作業完了。 

・ 作業時間割は以下の通り①10:20-11:05、〈休憩〉、②11:20-11:55、〈昼休み〉、③

13:30-14:20、〈休憩〉、④14:40-15:30 

・ ５月は定例の督促業務を実施しないことを確認。 

・ 4/28（木）から ILL学外依頼業務の再開を決定。 

 

熊本大学避難所（体育館）に 

掲示されていた地図 
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【Ⅲ－７．利用支援担当】 

Ｈ２８.４.２７（水） 

・ 全体作業に従事。 

・ 大型本コーナーの整理に着手。作業負荷が高いこと

が予想されていたため、最後に着手。避難経路確保の

ため、メイン通路に落下した大型本を閲覧席の上に移

動。大型本コーナーの最上段に設置していた書籍落下

防止装置付きの棚を外す。 

・ ２階閲覧室の書架全体について、棚のずれ・ゆがみ

を点検。上から２段目までの棚で、書籍落下防止装置

が付いていない箇所に印をつけ、個数を記録。 

・棚が抜け落ちている箇所・ゆがんでいる箇所に新しい

棚を補充。棚板は南棟地下２階のストックから運搬。 

・ 破損本と破損した棚板を一箇所にまとめる。 

・ なるべく最上段に図書が配架されないように、ゆと

りを持たせて再配架することを確認。 

・ 地下書庫に移動させるため、３門の図書から版が古

い資料を選別。 

・ 大学から、支援物品が入っていた段ボール箱の支給

を受け、地下書庫に移動予定の図書を詰めた。箱の形

が不揃いだったため重ねて配置しづらかった。 

・ 作業時間割は以下の通り①10:00-10:50、〈休憩〉、②

11:10-11:50、〈昼休み〉、13:30-14:20、〈休憩〉、④

14:40-15:30 

・12:06 文学部学科事務室から、当面の間文学部の各研

究室・文学部図書室の利用が困難である旨電話連絡。 

 

Ｈ２８.４.２８（木） 

・ 全体作業に従事。２グループに分かれて作業。 

・ ３門の図書を棚に再配架。上から３・４段目

の棚に書籍落下抑止テープを貼付。棚の背当た

り板が抜けている箇所に補充。余震が継続して

いたため、再配架をしばらく見送っていたが、

授業再開に向けて作業。図書を棚の奥に押し込

む。 

・ 地下書庫に移動させるため、４門・５門の図

書から版が古い資料を選別。 
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【Ⅲ－７．利用支援担当】 

・ ILL学外依頼業務を再開。学外受付業務については、中央館の安全が確認されていない

ことと、書庫の利用が困難であるため停止を継続。 

・ 総合情報統括センターより、教育用 PCの復旧と使用可能について連絡あり。 

・ 図書館 HPに「本学学生の皆さんは、図書館中央館 1階ラーニングコモンズを自主学修

の場として利用してください」掲載。5/2（月）から中央館の一部を開放することを告知。 

中央館 5/2～8 利用可能エリアと避難経路の確認・利用ルールポスター 

 

Ｈ２８.４.２９（金） 

・ 研究室図書の水損被害についてメール連絡。4/29（金）以降も、地震による図書の汚

損・破損、図書の紛失、建物立入制限のため図書を取り出せない等の申し出が相次ぐ。 

 

Ｈ２８.５.２（月） 

・ １階ラーニングコモンズのみ開放初日。

10:00-18:00 開館。入館者数 128 人。 

・ 全体作業に従事。２階閲覧室と南棟１

階に平積みしていた図書を再配架。 

・ 連休中のラーニングコモンズ開放時の

休日勤務マニュアルを作成。 

・ 委託スタッフの５月の勤務シフト表を

受領。 

・ 5/9（月）以降、グループ学修室を通

常利用可能とすることを確認。 

・16:13 グループ学修室で授業を実施し

ている教員から 5/10（火）以降に図書

館内で授業を実施できるのかどうかメ

ールによる問合せ。実施可能と回答。 

・17:09 学内メーリングリスト（教職員
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【Ⅲ－７．利用支援担当】 

全員）宛に「【通知】附属図書館中央館１階ラーニングコモンズの開放について（利用対

象者:本学の学生）」を送信。 

 

Ｈ２８.５.３（火）祝日 

・ 12:00-18:00 開館。入館者数 56 人。 

 

Ｈ２８.５.４（水）祝日 

・ 12:00-18:00 開館。入館者数 106人。 

（Ｒ係員） 

・10:50 Ask サービスに問合せ。立入制限中の工学部建物内に図書館資料を置いたままに

しており、取り出せないとのこと。返却期限日を１ヶ月延長する旨 5/9（月）に回答。熊

本地震を原因とする図書の汚損・破損、図書の紛失、危険建物内にある貸出図書に関す

る申し出を個別に記録開始。 

・ 図書館 OB来館。地下書庫の電動集密書架の様子を心配されていた。倒壊していないこ

とを伝えたところ、安堵された様子だった。 
 

Ｈ２８.５.５（木）祝日 

・ 12:00-18:00 開館。入館者数 118人。 

 

Ｈ２８.５.６（金） 

・ 10:00-18:00 開館。入館者数 177人。 

・ 全体作業に従事。大型本を大まかな分類ごとに分けて閲覧机の上に仮置き。書架と閲

覧机とが離れていたため、重たい大型本の移動には時間がかかった。 

・ 利用可能エリアの拡大に向けて、地下１階多目的ラウンジ・南棟を点検。 

・ 図書館 HP に 5/9（月）～13（金）中央館の部分開館再開について掲載。医学系分館・

薬学部分館の状況についても取りまとめ、掲載。 

 
中央館 5/9～13 利用可能エリアと避難経路の確認・利用ルールポスター 
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【Ⅲ－７．利用支援担当】 

Ｈ２８.５.７（土） 

・ 12:00-18:00 開館。入館者数 142人。 

 

Ｈ２８.５.８（日） 

・ 12:00-18:00 開館。入館者数 152人。 

 

Ｈ２８.５.９（月） 

・ 授業再開。１階ラーニングコモンズに加え南棟・多

目的ラウンジを開放。 

・ 8:40-18:00 開館。入館者数 1993 人。 

・ 全体作業に従事。図書の再配架を継続。 

・ 閲覧室にヘルメットを設置。書架と書架の間の通路

に入る際の注意事項について掲示。 

・ 5/9（月）～13（金）が第１･２ターム科目、前学期セメスター科目･通年科目の履修登

録期間となったため、１階 PCコーナーが混雑していた。 

・ 図書館 TA 業務再開。図書館 TA の勤務時間は通常 16：00-19：00 だが 18:00 で閉館す

るため、勤務時間を 1時間短縮。防炎垂れ壁の下に図書館 TAサポートデスクを配置して

いたが、ガラスの一部が破損していたため、安全な場所に配置変更。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南棟１階 ヘルメット着用について掲示 

配置変更後の図書館 TAサポートデスク 
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【Ⅲ－７．利用支援担当】 

Ｈ２８.５.１０（火） 

・8:40-18:00 開館。入館者数 1656人。 

・ ２階大型本を仮置きしている場所

に立入禁止テープを貼り、それ以外

の場所を開放。 

・15:58 学内メーリングリスト（教職

員全員）宛に「【通知】附属図書館中

央館の部分開館について（5/9～）」

「【通知】附属図書館の医学系分館・

薬学部分館の開館状況についてお知

らせ（5/9～）」を送信。 

・ 大学コンソーシアム熊本の協定に

基づき県内大学生への熊大図書館利

用を開放。入館の際に学校名を記入。 

 

Ｈ２８.５.１１（水） 

・ 8:40-18:00 開館。入館者数 2078 人。 

・ ２階に配架している雑誌「新建築」を利

用する学生が多数見受けられる。設計の授

業の課題のために使用するとのことで、感

謝の言葉あり。 

・ 書庫へ移す大型本を選別し、２階通路に

仮置き。地下書庫内での大型本配置場所を

検討。 

Ｈ２８.５.１２（木） 

・ 8:40-18:00 開館。入館者数 2493 人。 

・ 昨日に引き続き、書庫へ移す大型本を選

別。 
・ 4/21（木）に実施予定だったが地震のた

めに休講となっていた教養教育科目ベーシ

ック「図書館活用法」の第１タームの授業

６コマ（３～５限）を全学教育棟で実施。

授業中に何度か余震が起こったが、授業を

中断するほどではなかった。 
２階閲覧室通路 地下書庫へ 

移動予定の大型本を仮置き 

２階閲覧室 雑誌「新建築」を利用する学生 
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【Ⅲ－７．利用支援担当】 

Ｈ２８.５.１３（金） 

・ 8:40-18:00 開館。入館者数 2893 人。 

・ 昨日に引き続き、書庫へ移す大型本を選別。 
・ 昨日同様、4/15（金）に予定していたが延期と

なっていた教養教育科目ベーシック「図書館活用

法」の第１タームの授業６コマ（３～５限）を全

学教育棟で実施した。 

 

Ｈ２８.５.１４（土） 

・ 12:00-18:00 開館。入館者数 372人。 

 
Ｈ２８.５.１５（日） 

・ 12:00-18:00 開館。入館者数 358人。 

 
Ｈ２８.５.１６（月） 

・ 8:40-18:00開館。入館者数 1592 人。 

・12:15、13:34 地下書庫の利用再開の見通しにつ

いて図書館 HP に掲載するように教員から 2 回に

渡って要請あり。同日 15:21 に 5/23（月）からの

地下書庫利用再開予定を連絡。 

・14:57 「しんぶんカフェ in熊大」担当Ｋ講師か

ら、5/23（月）を開始日とするとの電話連絡あり。 

・ 全体作業に従事。地下１・２階の電動集密書架

を整理。 

・ 建築関係の大型本は奥行が長いものが多く、奥

行 18cm の棚板１枚では余震の際に落下する可能

性が高かったため、棚板を２枚使用。収容冊数が

半減したため、全ての大型本を２階閲覧室に配架で

きなくなる。７門の大型本を一時的に南棟１階に別置することを決定。 

・ 国立国会図書館デジタルコレクションの利用希望（複写）あり。 

・ 授業スケジュールの変更に伴い、図書館の年間開館計画について検討開始。 

 

 

 

２階大型本コーナー 作業エリアを立入禁止に 

資料別置の掲示 

南棟 1階に仮配架した大型本 
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【Ⅲ－７．利用支援担当】 

Ｈ２８.５.１７（火） 

・ 8:40-18:00開館。入館者数 1592 人。 

・ 全体作業に従事。地下書庫と２階大型本

の作業を並行して実施。 

・ 利用頻度の高い雑誌「新建築」のバック

ナンバーを書庫から南棟１階肥後熊本学コ

ーナーの端に移動。 
・ 地下書庫の書架整理。電動書架、固定書

架の作業終了。 
・ 南棟１階の整理。大型本については、余

震を警戒してそのまま床置き。注意事項を掲

示。 
・ 5/23（月）以降の地下書庫の利用再開の

見通しについて図書館 HPに掲載。 
 
Ｈ２８.５.１８（水） 

・ 8:40-18:00開館。入館者数 1741 人。 

・ 全体作業に従事。大型本を除いて、地下

書庫の書架整理。 

 
Ｈ２８.５.１９（木） 

・ 8:40-18:00開館。入館者数 1647 人。 

・ 全体作業に従事。北書庫の書架整理完了。 

 

Ｈ２８.５.２０（金） 

・ 8:40-18:00開館。入館者数 1689 人。 

・ 全体作業に従事。地下書庫の再配架。 

・ ２階大型本を仮配架。片付いた場所から

順次立入禁止を解除。 

 

Ｈ２８.５.２１（土） 

・ 12:00-18:00 開館。入館者数 372人。 

 

Ｈ２８.５.２２（日） 

・ 12:00-18:00 開館。入館者数 319人。 

 

避難経路の確認 
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【Ⅲ－７．利用支援担当】 

Ｈ２８.５.２３（月） 

・ 8:40-18:00 開館。入館者数 1644

人。 

・ 「しんぶんカフェ in 熊大」を

ラーニングコモンズで実施。 

・ 地下書庫の利用再開。ヘルメッ

ト着用について掲示。 

・ 中央館地下２階高層集密書架の

点検終了。使用に問題無し。大学

紀要コーナーについて、モーター

駆動系エラーがたまに出る。書架

の動き出しが遅い。北書庫のハン

ドル式の動かない書架については、

ストッパーが働いていると思われ

部品交換が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ２８.５.２４（火） 

・ 8:40-18:00開館。入館者数 1311 人。 

 

Ｈ２８.５.２５（水） 

・ 定期休館日。 

・ ２階大型本の仮配架完了。２階閲覧室の立入禁止区域

を全面解除。再配架の際に書籍落下抑制シートを棚に敷き、

余震に備えた。 

 

再配架後の２階大型本コーナー 

しんぶんカフェ in熊大 

熊本地震に関する各新聞社の報道を並べる 

地下書庫入口 ヘルメット着用について掲示 
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【Ⅲ－７．利用支援担当】 

Ｈ２８.５.２６（木） 

・ 8:40-18:00開館。入館者数 1734 人。 

 
Ｈ２８.５.２７（金） 

・ 8:40-18:00開館。入館者数 1676 人。 

・ 6/1（水）以降の中央館通常開館再開につい

て図書館 HP に掲載。 
 
Ｈ２８.５.２８（土） 

・ 12:00-18:00 開館。入館者数 365人。 

 

Ｈ２８.５.２９（日） 

・ 12:00-18:00 開館。入館者数 241人。 

 

Ｈ２８.５.３０（月） 

・ 8:40-18:00開館。入館者数 1708 人。 

 

Ｈ２８.５.３１（火） 

・ 8:40-18:00開館。入館者数 1525 人。 

 

Ｈ２８.６.１（水） 

・ 通常開館再開。（平日 8:40-22:00、土日祝日 12:00-18:00） 

・ 入館者数 1820人。 

・ 図書館 TAの勤務時間を通常の 16：00-19：00に戻す。 

 

6/1～ 中央館全域に掲示したポスター   南棟１階 ヘルメット着用についての掲示 
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【Ⅲ－７．利用支援担当】 

Ｈ２８.６.２（木） 

・ 入館者数 1816人。 

 

Ｈ２８.６.３（金） 

・ 入館者数 1788人。 

・ 地震に伴い変更が生じた中央館の年間開館計画を再決定。 

・ 熊本市教育長（文化振興課扱い）から文書で照会のあった「熊本地震に伴う国・県指定

文化財等の被害状況確認について」に被害なしと回答。 
 

 

中央館 入館者数 
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【Ⅱ－８．医学系分館担当】 

８．医学系分館担当 

 
Ｈ２８.４.１４（木） 

・ 副課長からの指示により、医学系分館スタッフの無事を電話で確認。 
 

Ｈ２８.４.１５（金） 

・ 被災状況を確認し、建物については附属病院施設課、書架の不具合は業者に連絡。 
・ 副課長に被害状況をメールで報告。 
・ 閉館及び立入り禁止を決定。また、時間外開館業務従事学生に、しばらく閉館すること

を電話連絡。 
・ 多数の資料が落下し（写真１、２)、階段の踊り場の壁にクラックが２箇所入っていた。 
・ 出勤した職員、図書館 OB、時間外開館業務従事アルバイト学生２名で落下資料の配架

を行い、１、２階の資料は約８割配架を終了。 
・ 勤務終了時、出入口に「休館及び立入禁止」の張り紙を貼付。また、入館ゲートの自動

開閉設定をするパソコンが地震の影響で故障したため、西口にはガムテープを貼付。 
 

 

（写真１）２階和図書コーナーの資料落下  （写真２）地下の電動書架の資料落下 

     

 

Ｈ２８.４.１６（土） 

・ 副課長からの指示により、医学系分館スタッフの無事を電話で確認。 
 
Ｈ２８.４.１８（月） 

・ 館内に入ると、１階雑誌コーナーの書架４台が倒壊。また、資料全体の約 2/3 程が落下。

(写真３)また、建物のクラック箇所が増え(写真４)、階段踊り場の壁が一部剥がれ落下。 
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【Ⅱ－８．医学系分館担当】 

     
 (写真３)３日前に配架したばかりの書架    (写真４）地下書庫の壁の破損 

・ 天井からは、３箇所水が滲み出て床が濡れていた。２階第３閲覧室の天井が一部剥がれ

椅子の上に落下（写真５）、フロアーの電気１個がぶら下がっていた。（写真６）再度、建

物被害は附属病院施設課、書架は業者に連絡。 
・ 医学系分館長及び課長、副課長に被災状況をメールで報告。 
・ 医学部長と生命科学系事務課総務係長が来館、学生約 10 名の避難場所用としてスペー

ス提供の依頼があった。書架が倒壊しており非常に危険な状況を説明したが、医学部長の

責任で事務室前のスペースに簡易ベッドを持ち込みたいと切望され、生命系事務課長か

らも課長に打診されるとの説明があった。 
・ １番利用が多い２階図書書架の復旧から開始。図書を書架に戻した後、棚にビニール紐

を括りつけた。中央館職員３名、時間外開館業務従事の医学科学生２名、図書館職員 OB
１名が復旧作業の支援に来館。 

      

（写真５）天井の一部が落下       （写真６）ぶら下がった電気 
     

Ｈ２８.４.１９（火） 

・ 生命科学系事務課医学事務経理担当に施設等被災状況報告を提出。 

・ ２階の図書書架の復旧作業を実施。（～4/22） 
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【Ⅱ－８．医学系分館担当】 

Ｈ２８.４.２０（水） 

・ 復旧作業支援のため、中央館から２名来館。 
 
Ｈ２８.４.２１（木） 

・ 復旧作業支援のため、中央館から３名来館。 
・ 課長・副課長が分館を視察。その後、分館のある図書教育棟のロビーが水漏れで柱に水

が流れていたため施設に連絡。 
 
Ｈ２８.４.２２（金） 

・ ２階の書架は、資料を並べて紐で括り終えた。 
・ １階の雑誌書架の復旧作業を開始（～5/19）。 

① 和雑誌の棚は４段目まで配架、５、６段目の雑誌は該当書架手前の床に平積み。 
② 倒壊書架４台の雑誌を同じタイトル毎に集めて平積み。倒壊した書架から取り出せる

ものは取り出した。 
・ 施設担当部建築担当（黒髪地区）から、被災建築物応急危険度判定調査のため３名来館。

調査の結果、医学教育図書棟の構造躯体に関する危険度はＡ（調査済）判定、落下・転倒

に関する危険度はＢ（要注意）判定。書架の転倒及び傾斜があり、入室する際は注意する

必要があるため、要注意となった。 
・ ２階の落下していた電灯を修理。 
・ 図書館ＯＢ、時間外開館業務従事アルバイト学生が応援に来館。 
 
Ｈ２８.４.２６（火） 

・ 倒壊した書架に配架されていた雑誌を、２階の空き書架に並べる作業を開始。 
・ 黒髪地区の施設担当が点検のため来館（施設マネジメント担当・機械設備担当）。 
 

Ｈ２８.４.２７（水） 

・ 地下書庫の復旧作業を開始。（～９月） 
・ 地下書庫で携帯が繋がるよう病院施設電気設備担当へ依頼、検討するとの回答。 
・ 医学系分館長に現状確認のメールを送信。 
・ 時間外開館業務従事の学生に現状を報告。 
・ ２階の低い棚(和図書 900～999、辞書等)の確認に業者来館。 
・ 生命科学系事務課安全衛生担当２名が館内視察のため来館。 
 

Ｈ２８.４.２８（木） 

・ 医学系分館長が館内を視察、5/23(月)からの一部開館(２階のみ、平日 9：00～17：00)
を目標に整理作業を進めることを決定。 
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【Ⅱ－８．医学系分館担当】 

・ 一部開館の前に、１階から２階の階段踊り場の安全性を施設に確認。 
・ ２階の書架が少し浮いているので、業者に固定を依頼。 
 
Ｈ２８.５.２（土） 

・ １階の倒壊書架４台の解体作業を行い（写真７）、解体後の部材を第一閲覧室に仮置き。 
・ 倒壊書架に入っていた和雑誌 A～K と新着和洋雑誌を、２階北側の空き書架に並べる

作業を開始。（写真８） 

      
  （写真７）倒壊書架の解体作業      （写真８）雑誌ごとに並べる作業 

 
Ｈ２８.５.６（金） 

・ 医学系分館長に、連休中に階段踊り場壁面の修理が行われ通行に問題がなくなったこ

と、傾いた書架については修理した後に利用するよう施設担当から指示があったが、書架

修理は未定であることを報告。 
・ 医学系分館長から、5/9（月）から授業が再開するので、出来るだけ早めに開館して欲

しいとの要請があった。 
 

Ｈ２８.５.９（月） 

・ 授業再開。明日から一部開館するため、地下、１、２階書架に立入禁止テープを貼付。

（写真９，１０） 
・ 時間外開館業務従事のアルバイト学生に対して、平日 9：00～17：00 の時間帯に本の

整理業務のため勤務を割振ることを検討したが、学生の都合がつかず断念。 
・ 支援物資の照会に対して、分館で必要な物資を総務担当に連絡。(簡易ブランケット１

枚、救急箱１個、LED ダイナモラジオ・備蓄ラジオ１個、充電・３電源クランクチャー

ジランタン１個） 
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【Ⅱ－８．医学系分館担当】 

     
 （写真９）立入禁止の張り紙     （写真 10）立入禁止テープで巻かれた書架 

 

Ｈ２８.５.１０（火） 

・ 本日から部分開館を開始。開館時間は平日 9：00～17：00 とし、２階閲覧室のみ利用

可能とした。資料の閲覧や貸出、24 時間利用は中断。 
・ 医学系経理担当に備品被災状況調査の回答をメール送信。 
・ 小グループ授業で使用するための本を借りるよう指示を受けた学生グループが来館。本

の貸出は中断しているため、先生からの要望があれば貸出すことにした。 
 
Ｈ２８.５.１１（水） 

・ 電動集密書架の安全確認及び簡易修理を依頼した結果、書架の傾き及び基盤損傷が多数

あった。（写真 11、12） 

       

 （写真 11）基盤損傷した電動集密書架     （写真 12）電動集密書架の傾き 

 

２８.５.１２（木） 

・ 地下書庫の書架（電動集密以外）の傾き具合を、来週確認することなった。 
・ 大学本部より非常用物品が到着（ラジオ・ランタン・救急箱・簡易ブランケット）。 
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【Ⅱ－８．医学系分館担当】 

Ｈ２８.５.１３（金） 

・ 後援会から視察のため来館。（先生１名・事務担当２名） 

 

Ｈ２８.５.１６（月） 

・ ２階書架の床固定作業が完了。 
・ 地下書庫の再点検（写真 13）、電動集密書架点検及び簡易修理を行ない、電動集密書架

がボタンとラチェットレンチを使い手動で動くようになった。 
・ 明日から２階図書の貸出を開始するため、書架に入る際のヘルメット着用を掲示。（写

真 14） 
・ ６月からの開館時間（6/1（水）～19（日）平日 9：00~19：00、6/20（月）～平日 9：

00~21：00 休日 12：00~18：00、24 時間利用は当分の間禁止、現在のところ２階のみ利

用可）を医学系分館長に了解していただき、課長・副課長にも報告。 
・ 時間外開館業務従事の学生あてに、６月からの時間外開館再開の連絡とシフト調整を開

始。(6/1（水）～2（木）は、用心のため職員１名が閉館まで残る。) 

       
 （写真 13）傾いている地下の書架      （写真 14）ヘルメット着用の掲示 

 
Ｈ２８.５.１７（火） 

・ ２階図書の貸出を開始。 

・ 電動集密書架点検及び簡易修理実施。 
・ メディカルオンラインの担当者から、東北大震災の際、同地域の医療従事者に３ヶ月ほ

ど利用できるＩＤを配布し支援を行ったということで、当館にも同様の案内があった。 
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【Ⅱ－８．医学系分館担当】 

Ｈ２８.５.１８（水） 

・ 引き続き、電動集密書架の点検及び簡易修理実施。 
・ 医学系経理担当に２回目の備品被害状況調査報告送付。同担当の指示により、作業完了

分(倒壊書架解体・仮置き、２階書架床固定作業)の見積書は保管し、地下固定書架修理費

用の見積書取り寄せを行った。 
 

Ｈ２８.５.２０（金） 

・ １階電動集密書架の書架からはみ出している雑誌を元に戻した。 
 

Ｈ２８.５.２４（火） 

・ 復旧作業支援のため、中央館から応援者来館。和雑誌の５～６段目も棚に戻し、１階電

動集密書架の落下雑誌もすべて棚に戻した。 
・ 地下書庫の和雑誌を概ね整理。５～６段目の落下資料は配架せず書架前に別置。 

 
Ｈ２８.５.２５（水） 

・ 換気空調の点検に来られた施設担当者に空調の蓋が落下し、怪我をされる事態が発生、

その後、処置室へ移動。 
 
Ｈ２８.５.３０（月） 

・ １階閲覧室にある解体書架を東側駐車場不燃物置場に運び出して空けたスペースを活

用するため、中央館からの応援を依頼。 

 

Ｈ２８.５.３１（火） 

・ 明日からの時間外開館開始に向け、館内の避難誘導掲示や地震発生時のマニュアル等を

準備。（写真 15、16） 

     

（写真 15）入口の掲示      （写真 16）非常口への誘導の掲示 
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【Ⅱ－９．薬学部分館担当】 

９．薬学部分館担当 

 

Ｈ２８.４.１４（木） 

・ 帰宅後、自宅近くで被災。ドーンという音とともに地面が大きく揺れ、スマホにより益

城町周辺で地震があったことが分かった。自宅には LINE の電話が繋がり、皆の無事を

確認しすぐに帰宅。 
・ 医学系分館Ｆ係長からの安否確認の電話に回答した。 
 
Ｈ２８.４.１５（金） 

・ 定時に出勤し、電気、水道が使用出来ることを確認。 
・ ２階事務室の机が少し移動しており、パソコン等も横ずれしていた。２台ある複写機、

学生用のパソコン机及びパソコンも横ずれ程度。 
・ ２階閲覧室と１階書庫の図書が多数落下していたが、書架等に被害はなし。       

（写真１，２） 
・ 臨時閉館し職員２人で配架作業を行い、１日かけて現状復帰。 
・ 開館の目処がついたため、時間外利用（※）も特に制限しなかった。 
（※）薬学部で許可された学生が通常開館以外の時間でも利用出来る制度 

    

 （写真１）２階閲覧室の図書の落下     （写真２）１階書庫の図書の落下 

 
Ｈ２８.４.１６（土） 

・ 薬学部分館の職員の安否確認を行い、全員の無事を確認。 
・ 後日確認したところ、Ｙ職員は、本震後にご主人の実家に避難、Ｚ職員は、本震後、近

くの体育館に避難し夜はグラウンドで車中泊したとのこと。 
 
Ｈ２８.４.１８（月） 

・ 早めに出勤したが、通勤経路が地震被害で通行止めになっており、それ以外の経路も渋

滞が酷く通勤時間が長く掛かった。 
・ 薬学部分館は、前震の復旧作業を 4/15（金）に終わっていたが、今回は、図書が倍以上

散乱し書架の間は足の踏み場もなかった。２階事務室のパソコン等も倒れ、複写機、学生
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【Ⅱ－９．薬学部分館担当】 

用パソコン机も大きく横ずれしていたが、幸いにも書架の損壊はなし。（写真３） 
・ 被災状況を確認した後、２階閲覧室の落下図書から、余震に注意して復旧活動を開始。 
・ 大学院生３名から手伝いの申し出があり、散乱した図書の片づけを１時間ほどお願いし

た。後日、中央館から、余震対応のためボランティア保険に加入していない学生の受け入

れは避けるようにとの連絡があった。 
・ 部屋の中央天井（点検口）から水漏れ（止まっていた）。施設担当に連絡し状況確認の

依頼をしたが、優先順位によりすぐには対応出来ない旨連絡があった。（写真４） 
・ 今回の地震による片付けは数日かかるため、薬学部分館長と相談し、当分の間休館する

こととし時間外利用の中止も決定。 

      （写真３）再び落下した図書        （写真４）天井からの水漏れ 

 

Ｈ２８.４.１９（火） 

・ 朝から、職員３名で２階閲覧室図書の片付けを実施。（～4/22） 
・ 施設担当が天井水漏れ調査に来られ、配管等には異常がなく、３階で水をこぼしたため

の水漏れではないかとの回答。確認したところ、３階大学院演習室の実験用水槽が地震で

割れ水がこぼれたということが判明。 
 
Ｈ２８.４.２０（水） 

・ 薬学部長が地震被害の視察に来られ、同行して床や壁のひび割れ等を再確認。幸い大き

な損壊は見られなかった。 
・ 午後の作業は二手に分かれ、２階の図書の整理と１階書庫の整理等を行った。 
・ １階書庫の整理をする際、移動棚に被害が生じていることが分かり、業者に被害状況の
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【Ⅱ－９．薬学部分館担当】 

確認を依頼、何とか時間を確保してもらい夕方近く担当者が来館。状況確認後、 
① 下部の転倒防止用の金具がレールから脱落 
② 立て面が揃っておらず不安定（写真５） 
③ ハンドルの取手が２箇所外れている（写真６） 
等の被害が判明し、見積書を至急提出するよう依頼。 

・ 分館内の薬学部が設置しているコピー機について、教員の申し出により利用を再開。 

        

（写真５）移動棚の傾き        （写真６）移動棚の取手落下 

 
Ｈ２８.４.２１（木） 

・ 午前中に、課長と副課長が地震被災状況視察のため来館。 
 
Ｈ２８.４.２２（金） 

・ 地震被害状況に関する要求書の作成と１階書庫図書等の整理及び落下による衝撃で表

紙が外れた図書の修理作業を行った。 
・ 午後までに、１階、２階の散乱した図書を全て書架にセット。未だ一部の書架に分類番

号順に並んでいない図書もあるが、一応全ての図書を書架に戻すことが出来た。 
 

Ｈ２８.４.２５（月） 

・ 地震被害状況に関する報告書の作成と１階書庫で分類番号順に並んでいない図書の並

び替えを行った。 
・ 薬学部分館長へ次のとおり被災状況及び散乱した図書を再配架した旨報告。 
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【Ⅱ－９．薬学部分館担当】 

（被災状況） 
① １階移動棚の破損 

② １、２階床面及び壁にひびが入っている 

③ ２階中央部分の天井から水漏れ（３階研究室の水槽が壊れての水漏れと判明） 
 
Ｈ２８.４.２６（火） 

・ 副課長及び医学系分館係長へ薬学部分館長報告の内容を伝えた。 
・ 午後、施設部が建物被害状況の調査のため来館。 
 
Ｈ２８.４.２７（水） 

・ 昨日の施設部による建物被害状況の調査結果は、分館使用は可能との判断。 
・ 上記調査結果を受け、薬学部分館長と相談、授業再開の 5/9（月）から薬学部分館を再

開することを決定。ただし、再開部分は２階閲覧室のみで、１階書庫は移動棚の修理が完

了するまで立ち入り禁止とした。また、強い余震が続いているので、安全が確保できるま

では時間外利用も禁止とした。 
 
Ｈ２８.４.２８（木） 

・ 課長、副課長及び医学系分館係長へ 5/9（月）から開館する旨報告。 
 

Ｈ２８.５.９（月） 

・ 開館前の準備として、１階書庫への出入り口には立入禁止のテープを張り（写真７）、

２Ｆ書架にはヘルメットを設置（写真８）。   

（写真７）１階書庫立入禁止テープ状況      （写真８）ヘルメット設置状況 
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【Ⅱ－９．薬学部分館担当】 

・ 9：00 ２階閲覧室を部分開館。震災前と比べて利用者が多く、学生が分館の再開を心待

ちにしていたように感じられた。 
・１階書庫の移動棚の修理見積書が来た。発注は薬学部事務の総務担当と相談予定。 
 
Ｈ２８.５.１０（火） 

・ 薬学事務の総務担当へ熊本地震被害状況報告書を提出。 
・ 薬学部分館長、副課長及び医学系分館係長へ薬学部分館の再開状況について、画像を添

付し報告。 
 
Ｈ２８.５.１３（金） 

・ 薬学部事務から、１階書庫の移動棚の修理許可があり発注。 
 
Ｈ２８.５.１６（月） 

・ 終日、地震被害のデータ整理を行う。 
 
Ｈ２８.５.１７（火） 

・ 薬学事務の総務担当へ地震被害のデータを作成し提出した。 
 
Ｈ２８.５.１８（水） 

・ 館内整理日のため薬学部分館は休館。分館内外の図書整理及び作業を行った。 

・ １階書庫の移動棚の修理を行った。新たに破損箇所が見つかり、修理には部品を受注生

産する必要があるとのことで、再度見積書を依頼。 
 
Ｈ２８.５.２０（金） 

・ １階書庫移動棚の２回目の修理を行い、12 時半頃終了。 
 
Ｈ２８.５.２３（月） 

・ 書架追加修理の見積書が届き、薬学部事務から修理の了承を得て発注。 
 
Ｈ２８.５.２４（火） 

・ 午前中、課長及び副課長が現場視察、ある程度、震災前の状態に回復したことを報告。 
・ 薬学部分館長に、１階書庫の移動棚修理完了を報告。また、分館長と相談の上、利用状

況や安全管理の面から、当面の間、１階書庫への立入と時間外利用の中止の継続を決定。 

 

Ｈ２８.５.２７（金） 

・ 非常用のメガホンが中央館から届き、セットした。 
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Ⅳ．あ と が き 

 

新年度もやがて半月が経ち、新入生を迎え学内が賑やかになった頃、当館では、翌週２

日間に渡り福岡市で開催される平成 28年度の九州地区大学図書館協議会総会等を間近に

控え、館長を交えて同会議等のスケジュールについて確認をしていた。平成 29年度の同

会議等の当番館を当館が担当する予定になっており、その会議で正式に指名されるため、

そろそろ準備を始めようかと話をしていたところであった。その数日後に被災し、会議で

は欠席した当館の被災状況を勘案して、支援方法や来年度の当番館交代について提案し

ていただいた。 

「平成 28年熊本地震」は、我々にとって「まさか」の出来事であり、被災直後は人知

を超えた大地の力に圧倒され呆然となった。その後も大きな余震や隣接する断層帯への

波及といった事態への注意喚起が続き、また激震に見舞われるのではないかといった不

安に駆られながらも、復旧作業に取りかかった。精神的にもタフな作業が待っていたが、

多くの方々から支援や助言をいただき作業を進めることが出来た。震災から１ヶ月以上

経っても黙々と作業を繰り返す日々が続いたが、図書館課職員、委託スタッフの真摯な取

り組みにより、当館の機能も少しずつ回復し以前の姿を取り戻してきた。 

この場を借りて、ご支援いただいた方や関係者の皆様にお礼を申し上げます。 

「平成 28 年熊本地震」の発生は、直下型地震の脅威をあらためて日本国内に知らしめ、

多くの方が身近に起こり得ることとして考えるようになったのではないだろうか。地震

をなくすことは出来ないが、過去に被災された方々によって残された震災記録が、今回、

我々の復旧活動の手引きとなったように、本記録が将来何処かの防災活動の一助となる

ことを願い、終わりとしたい。 
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